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は　

じ　

め　

に

一　
『
日
記
』
に
み
る
飲
酒
等
の
関
係
記
事

二　

正
月
・
祝
い
事
と
酒

三　

縁
組
と
酒
─
お
い
わ
・
善
六
の
祝
言
と
そ
の
後
─

四　

御
用
等
に
関
わ
っ
て
の
酒

五　

日
常
的
な
飲
酒
と
酒
の
調
達

六　

木
口
印
立
会
・
御
山
見
廻
り
と
酒

七　

名
古
屋
出
張
と
酒

　

お　

わ　

り　

に

　

付
論　
《
中
洞
》
を
め
ぐ
っ
て

は　

じ　

め　

に

良
材
の
産
地
と
し
て
著
名
な
信
州
の
木
曽
山
一
帯
は
、
元
和
元
年（
一
六
一
五
）に
尾

張
藩
領
に
編
入
さ
れ
た
が
、
裏
木
曽
と
呼
ば
れ
る
濃
州
恵
那
郡
川
上
村
・
付
知
村
・
加

─
宝
暦
一
三
年
「
御
山
方
御
用
幷
諸
事
日
記
」
を
素
材
と
し
て

─
子
母
村
の
三
ヶ
村（
濃
州
三
ヶ
村
、
現
岐
阜
県
中
津
川
市
）も
、
同
時
に
尾
張
藩
領
に
組
み

入
れ
ら
れ
た（
図
1
参
照
）。
こ
の
濃
州
三
ヶ
村
の
う
ち
の
加
子
母
村
で
、
近
世
初
頭
か

図1　三浦山と濃州三ヶ村
※註1『ブックレット』2所載の図を転用
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村
社
会
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酒

九
八

ら
代
々
庄
屋
を
務
め
、
藩
か
ら
御
巣
山
取
締
御
用
な
ど
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
が
内
木

家
で
あ
る
が
、
同
家
は
享
保
一
五
年（
一
七
三
〇
）に
「
三
浦
山
・
三
ヶ
村
」
の
「
山
守
」

に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
加
子
母
村
の
庄
屋
役
か
ら
は
離
れ
、
木
曽
材
木
奉
行
配

下
の
役
人
と
な
り
、
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
、
扶
持
方
五
人
分
を
俸
禄
と
し
て
支
給
さ

れ
た
。
以
後
、
明
治
に
至
る
ま
で
、
内
木
家
は
代
々
「
山
守
」
と
し
て
三
浦
山
と
濃
州

三
ヶ
村
の
御
山
見
廻
り
等
の
御
用
を
務
め
た
の
で
あ
っ
た
。
内
木
家
は
、
当
初
加
子
母

村
の
中
切
に
居
住
し
て
い
た
が
、
宝
暦
六
年（
一
七
五
六
）頃
に
上
桑
原
に
移
住
し
た
と

い
う
。
加
子
母
村
内
の
字
名
に
つ
い
て
図
2
に
示
し
た
の
で
、
以
下
に
お
い
て
適
宜
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
内
木
家
が
、
山
守
と
し
て
の
御
用
や
日
々
の
諸
事
を
綴
っ
た
「
御
山
方
御
用
幷

諸
事
日
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
一
三
年（
一
七
六
三
）・
明
和
二
年（
一
七
六
五
）・

同
四
年
・
同
五
年
・
同
六
年
・
同
八
年
・
同
九
年
・
安
永
二
年（
一
七
七
三
）・
同
三
年
・

同
四
年
の
一
〇
冊
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
宝
暦
一
三
年
・
明
和
二
年
・
同
九
年
の
三
冊
を

徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
し
、
こ
れ
以
外
の
七
冊
を
加
子
母
の
内
木
家（
現
当
主
内
木

哲
朗
氏
）が
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
御
山
方
御
用
幷
諸
事
日
記
」
は
、
い
ず
れ
も
内
木
家
一
一
代
当
主
の
内

木
彦
七（
武
久
）に
よ
っ
て
日
々
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
に
宝
暦
一
三
年
・
明
和

二
年
・
同
四
年
・
同
五
年
・
同
九
年
分
が
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
に
よ
っ
て
翻
刻
・
刊

行
さ
れ
て
い
る（
以
下
、
こ
れ
ら
刊
本
を
『
日
記
』
と
い
う
）。
こ
れ
ら
を
繙
く
と
、
公
務（
御

用
）に
関
わ
る
記
事
は
当
然
の
こ
と
、
私
的
な
日
常
の
出
来
事
な
ど
も
細
か
く
記
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
に
は
酒
を
め
ぐ
る
記
事
も
頻
繁
に
み
ら
れ
、
そ
こ
に
は
江

戸
時
代
の
村
社
会
に
お
け
る
酒
と
人
々
と
の
関
係
性
が
色
濃
く
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
初
見
で
あ
る
宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
を
主
な
素
材
と
し
て
、

こ
の
一
年
間
に
記
録
さ
れ
た
飲
酒
や
酒
の
贈
答
な
ど
酒
に
関
わ
る
記
事
に
注
目
し
、
濃

（
1
）

（
2
）

（
3
）

図2　加子母村の字
※『日記』所載の図を転用

州
の
一
山
村
に
お
け
る
日
常
生
活
と
酒
と
の
関
係
性
を
探
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
江
戸
時
代
の
地
域
社
会
に
お
け
る
飲
酒
事
情
を
窺
う
一
斑
と
し
た
い
。
（
4
）



濃
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九
九

一　
『
日
記
』
に
み
る
飲
酒
等
の
関
係
記
事

宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
か
ら
、
飲
酒
や
酒
の
贈
答
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
上
げ
て

み
る
と
、
文
末
の
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
多
数
の
事
例
が
得
ら
れ
た
。
表
1
に
は
彦
七

は
勿
論
の
こ
と
、
多
く
の
人
々
の
名
が
み
ら
れ
、
何
度
も
登
場
し
て
い
る
人
物
も
少
な

く
な
い
。
こ
れ
ら
登
場
人
物
の
理
解
に
資
す
る
た
め
、
図
3
を
用
意
し
た
。
図
3
は
、

宝
暦
一
三
年
時
点
で
の
内
木
家
と
そ
の
「
一
家
中
」
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
木

家
は
屋
号
を
《
桑
原
》（
以
下
、《　

》
内
は
屋
号
を
示
す
）と
い
い
、
こ
の
時
点
で
当
主
彦

七（
武
久
）の
父
親
一
〇
代
彦
七（
武
益
）は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
彦
七
の
「
母
人
」

は
後
述
の
《
冨
田
》
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
彦
七
の
長
男
善
右
衛
門
は
、
の
ち
に
家
を

継
ぎ
一
二
代
彦
七（
武
信
）と
な
る
。
彦
七
の
妹（
姉
と
も
）お
す
ゑ
は
《
下
屋
》
の
仁
右

衛
門
の
兄
弟
に
嫁
ぐ
が
、
こ
の
時
点
で
仁
右
衛
門
の
兄
弟
は
物
故
し
て
い
て
、《
下
屋
》

の
庇
護
を
受
け
な
が
ら
、
娘
の
お
つ
や
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。
も
う
一
人
の
妹
お

つ
ね
が
嫁
い
だ
次
郎
兵
衛
の
家
は
《
冨
田
》
を
屋
号
と
し
て
い
た
。《
下
屋
》
仁
右
衛

門
の
子
藤
吉
の
妻
は
、
彦
七
の
娘
お
そ
よ
で
あ
る
。
仁
右
衛
門
は
、
表
1
に
頻
繁
に
そ

の
名
が
登
場
し
、
彦
七
と
は
特
に
親
し
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
《
桑
原
》

《
冨
田
》《
下
屋
》
の
三
家
が
内
木
家
の
「
一
家
中
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
一
家
中
」
の

人
々
は
、
日
常
生
活
上
親
密
な
付
き
合
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、「
一
家
中
」
以

外
に
も
親
し
い
付
き
合
い
が
知
ら
れ
る
家
に
、
彦
七
の
長
男
善
右
衛
門
の
妻
お
い
く
の

実
家
で
あ
る
《
鍛
冶
屋
》、
仁
右
衛
門
の
娘
お
む
め
が
嫁
い
だ
《
上
泉
》、
近
所
に
住
む

清
十（
郎
）・
お
つ
き
夫
婦
の
《
岩
屋
》
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
彦
七
の
妻（
か
ゝ
）

の
実
家
と
思
わ
れ
る
小
郷
の
勘
兵
衛（
今
井
姓
、
小
郷
一
家
）も
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
表

１
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
二
月
六
日
条
に
、

初
午
也
、（
中
略
）と
ミ
田
・
し
た
屋
・
い
わ
や
・
か
し
や
・
上
泉
よ
り
初
午
祝
ひ

来
ル
、（
中
略
）明
後
八
日
、
麁
茶
振
舞
申
度
候
間
、
罷
出
給
候
様
、
と
ミ
だ
・
し

た
や
・
い
わ
や
・
上
い
つ
ミ
・
か
し
や
へ
申
遣
ス
ナ
リ

と
あ
る
よ
う
に
、《
桑
原
》
に
と
っ
て
、「
一
家
中
」
の
《
冨
田
》《
下
屋
》
お
よ
び
《
岩

屋
》《
鍛
冶
屋
》《
上
泉
》
は
、
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
窺
え
、
ひ

と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
六
家
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
仮
に
「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
称
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

＊

さ
て
、
表
1
に
掲
げ
た
事
例
は
、
酒
の
遣
り
取
り
の
場
所
と
し
て
、
ⓐ
彦
七
の
自
宅

と
、
ⓑ
彦
七
の
自
宅
以
外
と
に
大
別
で
き
る
が
、
網
掛
け
し
て
あ
る
事
例
が
ⓑ
に
該
当

す
る
。
ⓐ
は
彦
七
が
自
宅
に
お
い
て
来
訪
者
等
に
酒
を
提
供
し
た
場
合
で
あ
り
、
ⓑ
は

彦
七
や
家
族
等
が
出
向
い
た
先
で
酒
の
提
供
を
受
け
た
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
後
述

す
る
御
山
廻
り
等
の
際
に
彦
七
が
酒
を
提
供
し
た
場
合
が
含
ま
れ
る
。

ⓐ
の
事
例
で
は
、
彦
七
に
よ
る
来
訪
者
等
に
対
す
る
酒
の
提
供
を
「
饗
応
」
と
表
現

し
た
場
合
が
最
も
多
く
み
ら
れ
、「
振
舞（
廻
）」
も
散
見
さ
れ
る
。
同
じ
人
物
に
も
双

方
が
使
わ
れ
て
お
り
、「
饗
応
」
と
「
振
舞（
廻
）」
に
厳
密
な
使
い
分
け
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、「
振
舞（
廻
）」
の
ほ
う
は
懇
意
な
関
係
者
へ
の
比
較
的
気
軽
な
対
応

に
使
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
饗
応
遣
ス
」「
振
舞（
廻
）遣
ス
」
の
よ
う
に
、「
遣
ス
」
が
付
く
場
合
と
付

か
な
い
場
合
と
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
、「
…
遣
ス
」
が
付
い
た
ケ
ー
ス
に
は
、
彦
七

の
上
位
者
と
し
て
の
意
識
が
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
但
し
、
例
え
ば
同
じ
仁

右
衛
門
に
対
し
て
も
、「
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
申
候
」（
№
7
）、「
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣

ス
也
」（
№
29
）、「
酒
取
よ
せ
振
廻
」（
№
36
）、「
酒
振
廻
遣
ス
」（
№
125
）な
ど
と
あ
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
も
厳
密
な
使
い
分
け
は
想
定
し
に
く
い
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
〇
〇

ⓑ
の
事
例
で
は
、「
預
馳
走
」
と
記
さ
れ
た
場
合
と
、「
酒
出
ス
」
と
記
さ
れ
た
場
合

と
が
あ
る
。
前
者
で
は
「
緩
々
預
馳
走
」「
色
々
預
馳
走
」
と
い
っ
た
表
記
も
み
ら
れ
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
受
け
た
状
況
を
彦
七
の
立
場
か
ら
表
し
て
い
て
、
後
者
で
は
出
先

で
の
対
応
者
の
行
為
と
し
て
「
酒
出
ス
」
と
表
記
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
彦
七
自
身

が
「
酒
出
ス
」
場
合
も
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
表
1
か
ら
分
か
る
の
は
、「
饗
応
」「
振
舞（
廻
）」
で
あ
れ
「
馳
走
」
で
あ
れ
、

酒
だ
け
を
提
供
し
、
或
い
は
提
供
さ
れ
た
場
合
も
散
見
す
る
が
、
吸
物
＋
酒
の
場
合
も

多
く
み
ら
れ
、
こ
の
二
点
が
セ
ッ
ト
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
吸
物
＋
酒
に
加
え
て
、
饂
飩（
№
33
・
88
・
116
・
119
）、
茶
漬（
№

19
・
39
・
117
）、
飯（
№
95
・
155
）と
い
っ
た
三
点
の
事
例
、
更
に
は
饂
飩
・
な
ら
茶
食

（
奈
良
茶
飯
）を
加
え
た
四
点
の
事
例
も
一
例
み
ら
れ
る（
№
163
）。
№
19
は
、
善
六
・
お

い
わ
の
婚
礼
の
際
に
、
挨
拶
に
来
た
利
右
衛
門
に
「
饗
応
」
し
た
も
の
で
、
№
33
は
彦

七
の
子
百
助
が
武
助
と
改
名
し
た
際
の
「
饗
応
」
で
あ
り
、
と
も
に
特
別
な
事
情
が
窺

え
る（
と
も
に
後
述
）。
№
163
は
、《
上
泉
》
に
彦
七
・
善
右
衛
門
父
子
や
《
下
屋
》
の

仁
右
衛
門
ら
が
集
ま
っ
て
、「
吸
物
・
酒
并
饂
飩
・
な
ら
茶
食
ニ
而
色
々
預
馳
走
、
緩
々

は
な
し
居
候
而
帰
ル
也
」
と
あ
る
。《
上
泉
》
の
佐
助
に
は
、
仁
右
衛
門
の
娘
お
む
め

が
嫁
い
で
お
り
、「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
人
々
が
集
ま
っ
て
酒
を
呑
み
な
が
ら
、

く
つ
ろ
い
で
話
を
し
て
い
る
光
景
が
浮
か
ぶ
。

　

二
点
の
場
合
で
吸
物
以
外
で
は
、
茶
漬
が
三
例（
№
74
・
106
・
172
）、
饂
飩
が
二
例（
№

34
・
110
）み
ら
れ
、
三
点
・
四
点
の
場
合
も
含
め
て
、
吸
物
以
外
で
は
茶
漬
や
饂
飩
を

併
せ
提
供
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
№
78
・
114
で
は
ほ
う
と

う
、
№
124
で
は
餅
、
№
96
・
162
で
は
入
麺
が
出
さ
れ
て
い
る
。
№
65
に
「
な
ら
茶
飯
」

が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
出
張
中
の
名
古
屋
の
宿
で
昼
食
用
に
奈
良
茶
飯
を
用
意
し
て
も

ら
い
、
昼
食
時
に
酒
を
呑
み
な
が
ら
食
べ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る（
後
述
）。

（
10
）

お
か
の

お
は
ぎ佐

　助《
上
泉
》

お
む
め

お
き
の

友
次
郎

※
↓
お
そ
よ

藤

　吉

お
ふ
ゆ

仁
右
衛
門

《
下
屋
》

（
某
）

（
某
）

お
つ
や

お
す
ゑ

お
い
わ

お
い
し

武

　助
（
↑
百
助
）

《
中
洞
》

利
右
衛
門
の
ち《
中
洞
》

善

　六
（
↑
徳
十
郎
）

《
冨
田
》

次
郎
兵
衛

お
つ
ね

お
そ
よ
↓
※

亀
之
助

孫
太
郎

善
右
衛
門

佐
右
衛
門

お
い
く

（
彦
七
、
武
益
）

〔
母
人
〕

《
桑
原
》

彦
七
（
武
久
）

〔
か
ゝ
〕

お
ま
つ

《
鍛
冶
屋
》

図3　内木家とその「一家中」等の関係推定図（宝暦13年）
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村
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一
〇
一

こ
こ
で
、
彦
七
へ
の
来
訪
者
の
持
参
品（
土
産
）に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
№
1

は
、
正
月
三
日
に
「
昼
頃
、
勘
兵
衛
来
ル
、
壱
樽
年
玉
ニ
持
参
申
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、

彦
七
の
妻
の
実
家
と
思
わ
れ
る
小
郷
の
勘
兵
衛
が
年
礼
に
訪
れ
た
際
に
、
樽
酒
一
樽
を

持
参
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
様
に
一
樽
を
持
参
し
た
と
い
う
記
事
は
多
数
に
昇
り
、
彦

七
ら
も
訪
問
先
へ
一
樽
を
持
参
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
№
46
・
90
・
104
・

105
・
117
で
は
、
二
樽（
両
樽
）と
あ
っ
て
、
酒
を
土
産
と
し
て
持
参
す
る
際
に
は
一
樽
が

一
般
的
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
樽
を
持
参
し
た
よ
う
で
あ
る
。
№
75
で
は
六
樽

と
な
っ
て
い
る
が
、

此
度
留
守
見
舞
と
し
て
、
雪
中
見
廻
之
者
共
三
人
ニ
而
壱
樽
、
村
方
ゟ
二
樽
、
角

領
作
十
郎
壱
樽
、
川
辺
貞
右
衛
門
よ
り
壱
樽
、
紺
屋
お
さ
ん
壱
樽
、
か
じ
や
忠
吉

ゟ
重
之
内
持
参
呉
候
由
、
村
方
ゟ
治
平
・
金
左
衛
門
・
喜
七
・
武
左
衛
門
、
四
人

ニ
而
右
二
樽
持
参
申
由
申
聞
候

と
、
彦
七
が
名
古
屋
に
出
張（
後
述
）し
て
い
た
際
の
、
留
守
見
舞
い
と
し
て
酒
と
重
之

内
が
届
け
ら
れ
た
も
の
で
、
酒
は
村
方
か
ら
は
四
人
で
二
樽
、
他
の
四
件
は
一
樽
ず
つ

の
見
舞
い
で
、
合
せ
て
六
樽
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二　

正
月
・
祝
い
事
と
酒

本
章
及
び
次
章
に
お
い
て
は
、「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
中
心
と
し
た
酒
の
遣

り
取
り
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
本
章
で
は
、
正
月
を
は
じ
め
様
々
な
祝
い

事
を
取
り
上
げ
た
い
。

①
正
月　

正
月
に
は
互
い
に
訪
問
し
て
、
年
始
の
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
が
、
宝

暦
一
三
年
の
『
日
記
』
正
月
朔
日
条
に
は
、

正
月
朔
日　

目
出
度
〳
〵
、
近
所
・
中
切
年
礼
ニ
来
ル
、
此
朝
若
雪
降
、
次
郎
兵

衛
へ
年
礼
ニ
相
越
ス
、
昼
頃
ゟ
天
気
ニ
成
、
暖
也
、
此
夜
彦
七
夫
婦
い
わ
や
へ
年

礼
ニ
相
越

と
あ
っ
て
、
近
所
や
中
切
か
ら
年
礼
に
訪
れ
る
と
と
も
に
、
彦
七
は
《
冨
田
》
の
次
郎

兵
衛
へ
年
礼
に
行
き
、
ま
た
夜
に
な
っ
て
夫
婦
で
《
岩
屋
》
へ
年
礼
に
出
掛
け
た
。

二
日
に
は
「
此
日
も
大
勢
年
礼
ニ
来
ㇽ
也
」「
此
日
、
万（
万
賀
）ヶ
・
角
領
大
勢
来
ㇽ
也
」

と
あ
り
、
三
日
は
「
小
郷
者
共
、
大
勢
年
頭
ニ
来
ㇽ
」
と
、
三
が
日
は
村
内
か
ら
の
年

礼
客
が
大
勢
訪
れ
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
三
日
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
勘
兵
衛
が
年
玉
と
し
て
一
樽
を
持
参
し
た

（
№
１
）。
こ
の
日
彦
七
は
、
午
後
に
法
禅
寺
へ
挨
拶
に
赴
き
、
帰
宅
し
た
後
、

彦
七
夫
婦
・
勘
兵
衛
共
、
し
た
や
へ
年
礼
ニ
相
越
ス
、
乍
序
お
す
ゑ
へ
相
越
候
処
、

吸
物
・
酒
ニ
而
預
馳
走
、
夫
ゟ
し
た
や
へ
帰
ル
、
仁
右
衛
門
祝
ひ
之
由
ニ
而
飯
給
り
、

緩
々
預
馳
走
、
暮
前
帰
ル
、
孫
太
郎
も
召
つ
れ
相
越
ス
也
、
此
夜
勘
兵
衛
泊
ル
、

（
中
略
）此
日
八
ツ
過
頃
、
政
右
衛
門
年
礼
ニ
来
ル
、
信
濃
柿
壱
把
持
参
呉
申
候
、

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ス
也
、
お
す
へ
又
々
来
、
此
朝
酒
為
呑
遣
ス

と
、
夫
婦
で
勘
兵
衛
と
と
も
に
《
下
屋
》
へ
年
礼
に
出
向
き
、
そ
の
序
で
に
お
す
ゑ
の

と
こ
ろ
へ
寄
っ
て
吸
物
・
酒
で
馳
走
に
な
っ
た（
№
2
）。
そ
の
後
、
お
す
ゑ
方
か
ら《
下

屋
》
に
戻
り
、
仁
右
衛
門
か
ら
飯
を
馳
走
に
な
り
、
暮
前
に
帰
宅
し
た
と
い
う
。
こ
の

日
は
、
加
子
母
村
の
庄
屋
政
右
衛
門
が
信
濃
柿
一
把
を
持
参
し
て
年
礼
に
訪
れ
、
吸

物
・
酒
に
て
饗
応
し
た（
№
3
）。

　

そ
の
後
、
正
月
二
二
日
に
か
け
て
二
二
件
の
年
礼
客
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

七
件
は
吸
物
・
酒
に
て
饗
応（
№
6
～
10
・
22
・
25
）、
五
件
は
吸
物
に
て
饗
応
と
あ

り
、
饗
応
等
の
記
載
が
な
い
の
が
一
○
件
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
応
に
差
異
が
み
ら
れ

る
が
、
吸
物
＋
酒
な
い
し
吸
物
で
の
饗
応
・
振
廻（
舞
）は
、
前
述
し
た
よ
う
に
年
間
を

通
じ
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、『
日
記
』
の
記
載
に
み
る
限
り
、
正
月
だ
か
ら
と
い
っ



濃
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二

て
特
別
な
対
応
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

②
蔵
開
き
／
帳
始
め　

正
月
一
一
日
は
嘉
例
の
「
蔵
開
キ
」
で
、
例
年
の
通
り
「
帳
始

メ
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
前
日
、
お
い
わ
に
酒
屋
政
助
か
ら
手
紙
が
来
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
手
紙
の
内
容
が
一
一
日
条
に
、

昨
日
お
い
わ
ニ
酒
屋
政
助
ゟ
差
越
候
手
紙
、
近
所
衆
招
キ
帳
い
わ
ひ
致
ス
筈
、
御

酒
壱
ツ
進
し
可
申
候
間
、
遊
ひ
な
か
ら
御
越
被
下
候
様
ニ
と
申
越
候

と
あ
っ
て
、
彦
七
方
で
「
帳
い
わ
ひ
」（
帳
祝
い
）＝
「
帳
始
メ
」
を
催
す
の
に
際
し
、
酒

一
つ
を
進
呈
す
る
と
の
連
絡
で
あ
っ
た
と
い
う（
№
13
）。
近
所
の
人
々
を
招
い
て
、
帳

始
め
の
祝
い
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

③
歯
黒
付
け　

正
月
二
〇
日
、勘
兵
衛
が
や
っ
て
き
て
、今
晩
妹
の
お
た
つ
に
「
歯
黒
」

を
付
け
さ
せ
る
の
で
「
酒
屋
通
ひ
」
を
貸
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
貸
し
た
と
い
う
。

勘
兵
衛
は
彦
七
か
ら
酒
屋
の
通
い
帳
を
借
用
し
て
、
お
た
つ
の
歯
黒
付
け
祝
儀
の
た
め

の
酒
を
準
備
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、

勘
兵
衛
ゟ
仁
右
衛
門
・
清
十
・
お
つ
ね
・
お
す
へ
へ
、
右
祝
義
之
酒
振
廻
申
度
間
、

来
り
給
候
様
申
遣
候
処
、
夜
ニ
入
皆
々
来
ㇽ
、
お
つ
ね
ゟ
お
い
わ
・
お
い
し
ニ
肴
、

仁
右
衛
門
銭
百
文
、
清
十
と
中
満
ニ
お
た
つ
江
祝
儀
給
候
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

申
也
、
緩
々
遊
ひ
居
申
候
而
何
れ
も
帰
ル

と
い
う
よ
う
に
、
勘
兵
衛
か
ら
祝
儀
の
酒
振
舞
に
招
待
さ
れ
た
仁
右
衛
門
ら
は
、
夜
に

な
っ
て
彦
七
宅
に
集
ま
っ
た
。
仁
右
衛
門
ら
は
吸
物
・
酒
で
饗
応
を
受
け
、
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
て
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る（
№
27
）。
勘
兵
衛
は
、
酒
屋
の
通
い
帳
を
借
り

た
の
み
な
ら
ず
、
会
場
も
彦
七
宅
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

④
百
助
の
改
名　

彦
七
の
次
男
百
助
は
「
武
助
」
と
改
名
す
る
が
、
そ
の
祝
儀
が
二
月

八
日
に
催
さ
れ
、
そ
の
時
の
「
座
敷
」
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
№

33
）。

四
ツ
頃
ゟ
仁
右
衛
門
手
伝
ひ
ニ
来
ㇽ
、
母
人
并
次
郎
兵
衛
夫
婦
・
お
い
わ
・
お
い

し
・
お
そ
よ
・
友
次
郎
・
お
ふ
ゆ
・
清
十
・
お
さ
よ
・
佐
右
衛
門
夫
婦
・
乙
次
郎
、

遅
々
よ
り
藤
吉
も
来
ル
、
吸
物
・
酒
・
温
飩
・
吸（

マ

マ

）

物
・
酒
ニ
而
饗
応
申
候
、
暮
々

迄
ニ
座
敷
相
済
也
、
然
処
、
百
助
儀
、
名
替
り
申
度
旨
相
願
候
付
、
何
れ
も
相
談

之
上
、
武
助
と
名
改
、
酒
取
よ
せ
何
れ
も
ニ
振
廻
也
、
夜
ニ
入
皆
々
帰
ル
、
此
日

も
彦
七
気
分
悪
敷
、
難
儀
〳
〵
、
然
共
、
座
敷
ハ
相
済
ス
、

　

こ
の
よ
う
に
、
仁
右
衛
門
や
母
人
・
次
郎
兵
衛
夫
婦
ら
集
ま
っ
た
一
五
人
を
、
彦
七

は
吸
物
・
酒
・
饂
飩
に
て
饗
応
し
、「
座
敷
相
済
」
ん
だ
。
そ
の
「
座
敷
」
で
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
や
や
分
か
り
に
く
い
が
、
百
助
が
改
名
を
願
い
、「
何
れ
も
」
相

談
し
て
武
助
と
改
め
る
こ
と
に
な
り
、
酒
を
取
り
寄
せ
「
何
れ
も
」
に
振
る
舞
っ
た
と

い
う
。
彦
七
は
気
分
が
優
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
無
事
「
座
敷
」
を
済
ま
せ
た

の
で
あ
る
。
夜
に
な
っ
て
皆
々
が
帰
っ
た
後
、「
夜
ニ
入
、
万
ヶ
松
嶋
か
ゝ
・
い
わ
や

お
継
来
り
、
温
飩
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ス
也
」
と
あ
る
が（
№
34
）、
こ
れ
も
改
名
祝
儀
の

た
め
の
来
訪
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑤
馬
の
誕
生　

二
月
二
一
日
に
馬
が
誕
生
し
た
。
そ
の
時
の
状
況
は
、

此
夜
四
ツ
頃
、
馬
屋
繁
昌
、
大
慶
〳
〵
、
折
節
善
右
衛
門
他
行
、
仍
之
、
清
十
た

の
ミ
越
候
、
お
す
へ
も
来
り
、
酒
取
寄
い
わ
ひ
申
候
、

と
、
夜
中
に
馬
が
誕
生
し
た
が
、
善
右
衛
門
が
外
出
し
て
い
た
た
め
、
清
十
に
手
伝
い

を
頼
ん
だ
。
お
す
へ
も
来
て
、
酒
を
取
り
寄
せ
て
祝
っ
た
と
い
う（
№
43
）。
実
は
、
お

す
ゑ
は
こ
の
日
の
昼
に
も
来
て
、
酒
を
楽
し
ん
で
い
た（
№
42
）。

⑥
厩
祝
い　

三
月
二
八
日
に
「
厩
祝
ひ
」
が
あ
っ
た
。
同
日
条
に
は
、

今
晩
、
厩
祝
ひ
い
た
し
候
間
来
り
給
候
様
、
近
所
へ
お
ま
つ
遣
ス
也
、（
中
略
）夜

ニ
入
、
清
十
郎
・
お
さ
よ
・
善
九
郎
・
助
右
衛
門
・
平
次
郎
か
ゝ
・
藤
吉
・
次
郎

兵
衛
・
お
い
し
・
利
右
衛
門
・
丑
之
助
・
伝
右
衛
門
・
貞
四
郎
・
伝
次
郎
・
喜
助
・
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三

半
次
郎
・
お
す
ゑ
等
来
り
、
ほ
う
と
う
拵
、
酒
振
舞
也

と
あ
っ
て
、
娘
の
お
ま
つ
に
指
示
し
て
、
厩
祝
い
に
近
所
の
人
々
を
招
待
し
、《
岩
屋
》

の
清
十
郎
を
初
め
一
六
人
余
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
時
、
彦
七
は
ほ
う
と
う
を
拵
え
、
酒

を
振
舞
っ
た
の
で
あ
る（
№
78
）。

⑦
十
七
夜
祝
い　

九
月
一
七
日
に
は
「
如
嘉
例
十
七
夜
祝
ひ
」
が
あ
っ
た
。

此
日
、
お
す
へ
た
の
ミ
餅
つ
き
也
、（
中
略
）此
夜
、
下
屋
・
い
わ
や
両
家
不
残
来

ル
、
餅
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ス
也

と
、《
下
屋
》
と
《
岩
屋
》
の
両
家
が
「
不
残
」
集
ま
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
な
人
数

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彦
七
か
ら
餅
・
酒
の
饗
応
を
受
け
た（
№
124
）。

以
上
、
正
月
お
よ
び
祝
い
事
の
い
く
つ
か
を
み
て
き
た
。
祝
い
事
に
酒
は
欠
か
せ
な

い
が
、
彦
七
は
そ
の
都
度
、
吸
物
・
酒
等
を
用
意
し
、
来
訪
者
に
提
供
し
た
の
で
あ

る
。
№
141
に
「
此
夜
、
清
十
・
藤
吉
・
善
六
等
来
り
、
酒
八
合
取
よ
せ
饗
応
申
候
、
何

れ
も
緩
々
遊
ひ
居
申
候
而
帰
ル
」
と
あ
っ
て
、
三
人
の
た
め
に
酒
八
合
を
取
り
寄
せ
た

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
中
で
、
用
意
し
た
酒
の
量
が
記
さ
れ
た

唯
一
の
事
例
で
あ
る
が
、
右
に
挙
げ
た
事
例
の
う
ち
⑤
以
外
は
、
大
勢
で
の
飲
酒
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
の
量
の
酒
を
用
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
祝
い
事
に
は
「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
人
々
を
初
め
、
近
所
の

人
々
も
含
め
て
、
大
勢
が
集
ま
っ
て
酒
食
を
共
に
し
て
お
り
、
酒
を
伴
う
密
接
な
付
き

合
い
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

三　

縁
組
と
酒
─
お
い
わ
・
善
六
の
祝
言
と
そ
の
後
─

正
月
一
三
日
、《
冨
田
》
の
次
郎
兵
衛
・
お
つ
ね
の
娘
お
い
わ
と
田
瀬
村
の
善
六
と

の
祝
言
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
日
の
出
に
善
右
衛
門
夫
婦
・
清
十
・
彦
七
夫
婦
が
次
郎

兵
衛
方
へ
出
向
い
た
。
そ
し
て
、

善
右
衛
門
夫
婦
・
清
十
・
次
郎
兵
衛
・
お
い
わ
・
お
い
し
、
中
洞
へ
相
越
候
よ
し
、

（
中
略
）八
ツ
頃
、
利
右
衛
門（
五
人
略
）聟
つ
れ
来
、
目
出
度
祝
言
相
済
、
皆
々
帰

ル
ナ
リ
、
座
敷
中
場
へ
飛
騨
お
長
・
小
郷
勘
兵
衛
来
ㇽ
也
、
暮
前
彦
七
夫
婦
も
帰

ル
ナ
リ
、
徳
十
郎
事
善
六
と
名
改
可
申
旨
、
次
郎
兵
衛
皆
々
へ
申
伸
候
、
夜
ニ
入
、

お
蝶
・
次
郎
兵
衛
・
善
六
、
壱
樽
持
来
り
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
、
暫
は
な
し
居

候
而
、
右
三
人
ハ
帰
ル
也

と
、
善
右
衛
門
夫
婦
と
次
郎
兵
衛
・
お
い
わ
・
お
い
し
が
《
中
洞
》（
利
右
衛
門
方
）へ
出

向
き
、
そ
の
後
利
右
衛
門
ら
が
「
婿
」
を
連
れ
て
き
て
、
次
郎
兵
衛
方
で
祝
言
が
行
な

わ
れ
、「
目
出
度
祝
言
相
済
」
と
な
っ
た
。
次
郎
兵
衛
が
、
徳
十
郎
か
ら
善
六
へ
の
改

名
を
披
露
し
た
の
は
祝
言
の
席
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
暮
前
に
帰
宅
し
た
彦
七
の
と
こ

ろ
へ
次
郎
兵
衛
・
善
六
ら
が
一
樽
持
参
し
、
彦
七
は
吸
物
・
酒
に
て
饗
応
し
た（
№

18
）。

　

翌
一
四
日
に
は
、
勘
兵
衛
が
「
善
六
つ
れ
近
所
不
残
、
す
も
た
迄
披
露
ニ
相
越
候
由
」

と
、
近
所
へ
の
善
六
の
披
露
が
な
さ
れ
、「
明
後
十
六
日
、
林
・
と
ミ
た
両
家
聟
見
致

ス
筈
」
と
、《
林
》《
冨
田
》
両
家
に
よ
る
「
聟
見
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
一
五
日
に

は
、
利
右
衛
門
が
や
っ
て
き
て
「
徳
十
郎
儀
、
次
郎
兵
衛
へ
遣
候
付
、
此
後
相
憑
旨
」

を
述
べ
て
、
土
産
に
一
樽
持
参
し
た
。
彦
七
は
吸
物
・
酒
に
加
え
て
茶
漬
に
て
饗
応
し
、

利
右
衛
門
は
「
緩
々
遊
ひ
居
申
候
而
」
帰
っ
た
と
い
う（
№
19
）。
こ
の
よ
う
に
、
祝
言

の
席
で
は
当
然
酒
も
出
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
お
礼
の
挨
拶
等
で
も
、
互
い
に
酒

を
持
参
し
、
ま
た
提
供
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、《
冨
田
》
で
は
善
六
を
婿
に
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
後
日
談
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
こ
う
。
八
月
八
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夕
方
善
六
来
り
、
私
儀
も
、
親
達
御
気
ニ
入
り
候
共
不
相
見
候
付
、
隙
貰
申
度
、
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盆
頃
か
ゝ
さ
ま
・
善
右
衛
門
殿
へ
も
御
は
な
し
申
処
、
川
上
ゟ
御
帰
り
ま
て
相
待

候
様
ニ
と
、
御
両
人
と
も
御
申
候
付
、
相
待
居
申
候
段
申
聞
候
、
親
共
気
ニ
入
不

申
候
ハ
ヽ
、
別
家
ニ
致
シ
暮
し
候
様
ニ
も
可
相
成
候
間
、
先
ツ
当
暮
迄
相
待
候
様

ニ
と
申
談
候
処
、
何
れ
へ
も
御
了
簡
次
第
ニ
可
致
旨
相
答
、
帰
ル
也

善
六
は
、
次
郎
兵
衛
夫
婦
が（
善
六
を
）気
に
入
っ
て
い
る
と
も
み
え
な
い
の
で
、
隙

を
貰
い
た
い
と
盆
の
頃
に
か
ゝ
・
善
右
衛
門
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
彦
七
が
川
上
山
に

入
山
中
で
あ
り
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
帰
る
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
善
六
の

訴
え
に
彦
七
は
、
次
郎
兵
衛
ら
が
善
六
の
こ
と
を
気
に
入
ら
な
い
の
な
ら
、
別
家
し
て

暮
ら
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
ら
、
暮
ま
で
待
つ
よ
う
に
と
話
し
た
の
で
あ
っ
た
。
暫
く

様
子
を
み
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
九
月
に
な
り
、
同
月
一
一
日
に
、

仁
右
衛
門
暮
合
来
ル
、
次
郎
兵
衛
ニ
被
頼
来
り
候
由
、
善
六
も
別
家
い
た
し
度

旨
、
次
郎
兵
衛
夫
婦
も
右
存
念
ニ
付
、
別
家
之
積
ニ
候

と
、
次
郎
兵
衛
に
頼
ま
れ
た
仁
右
衛
門
が
、
善
六
も
別
家
し
た
い
と
の
こ
と
、
次
郎
兵

衛
夫
婦
も
同
じ
考
え
で
あ
る
旨
を
、
彦
七
に
伝
え
に
来
た
。
こ
の
後
、
家
居
取
立
の
場

所
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
結
果
、
長
嶋
に
あ
る
彦
七
の
土
地
を
貸
す
こ
と
に
な
り
、
彦

七
は
「
酒
取
寄
せ
饗
応
」
し
、
仁
右
衛
門
は
「
緩
々
は
な
し
居
申
候
而
」
帰
っ
た（
№

122
）。
こ
う
し
て
善
六
の
別
家
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
一
二
日
条
に
は
、

昼
頃
、
仁
右
衛
門
・
次
郎
兵
衛
来
ル
、
利
左
衛
門
も
一
所
ニ
来
ル
、
昨
夜
之
儀
、

次
郎
兵
衛
夫
婦
之
者
へ
為
申
聞
候
処
、
令
満
足
候
よ
し
、
此
上
宜
相
頼
由
ニ
而
、

次
郎
兵
衛
壱
樽
持
参
、
此
節
藤
吉
も
来
り
、
右
之
一
列
へ
吸
物
・
酒
出
ス
也
、

緩
々
は
な
し
居
申
候
而
、
何
れ
も
帰
ル
也

と
あ
っ
て
、
仁
右
衛
門
・
次
郎
兵
衛
・
利
左
衛
門
が
や
っ
て
き
て
、
昨
日
の
処
置
に
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
、
次
郎
兵
衛
は
一
樽
を
持
参
し
た
。
こ
れ
に
対
し
彦
七
は
、

一
同
に
対
し
吸
物
と
酒
を
出
し
た
の
で
あ
る（
№
123
）。

　

も
う
少
し
後
日
談
を
続
け
よ
う
。
善
六
の
別
家
が
決
ま
り
、
家
作
普
請
が
始
ま
っ
た

の
で
あ
る
が
、
一
〇
月
八
日
に
彦
七
が
「
善
六
作
事
場
」
へ
出
向
く
と
、
そ
こ
に
は
利

右
衛
門
・
次
郎
兵
衛
・
喜
助
・
源
六
が
「
居
申
候
而
拵
居
」
っ
た
と
い
う
。
彦
七
は

《
下
屋
》
へ
回
り
、
そ
こ
か
ら
「
酒
を
ハ
か
ゝ
ニ
作
事
見
舞
ニ
右
場
所
へ
遣
し
」
と
、

作
事
見
舞
い
の
酒
を
妻
に
届
け
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た（
№
128
）。
翌
九
日
に
は
、「
棟
祭

り
」
を
催
す
と
の
こ
と
で
、
お
い
わ
が
彦
七
夫
婦
の
出
席
依
頼
に
訪
れ
た
。
そ
の
後
、

彦
七
は
「
作
事
場
へ
相
越
候
処
、
酒
出
し
、
給
居
申
候
処
へ
お
ま
つ
来
ル
」
と
、
作
事

場
へ
行
き
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
酒
を
呑
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る（
№
131
）。

一
一
日
、「
明
日
ハ
吉
日
ニ
而
、
善
六
夫
婦
家
移
り
申
筈
候
間
、
彦
七
夫
婦
来
り
呉

候
様
、
此
夜
善
六
来
申
聞
候
」
と
、
翌
日
の
家
移
り
へ
の
招
待
が
あ
り
、
翌
日
「
と
ミ

だ
ニ
而
い
わ
ひ
候
上
、
家
移
り
へ
皆
々
相
越
、
夕
方
帰
ル
」
と
、
家
移
り
が
実
施
さ
れ

た
。
そ
し
て
一
三
日
、

此
日
、
中
洞
利
右
衛
門
内
・
川
辺
お
た
つ
も
、
善
六
家
見
ニ
来
候
由
ニ
而
寄
り
通

ル
、（
中
略
）夕
方
、
彦
七
夫
婦
、
善
六
へ
家
見
ニ
相
越
、
も
ミ
壱
斗
、
小
桶
壱
ツ
、

手
桶
壱
ツ
、
溜
等
為
持
仁
助
遣
ス
、
善
六
母
も
来
り
居
申
候
而
、
吸
物
・
酒
出
ス

と
、《
中
洞
》
利
右
衛
門
の
妻
ら
が
、
善
六
の
「
家
見
」
に
来
た
と
の
こ
と
で
彦
七
方

に
立
ち
寄
っ
た
。
彦
七
夫
婦
も
善
六
の
「
家
見
」
に
出
掛
け
、
居
合
わ
せ
た
善
六
の
母

か
ら
吸
物
・
酒
を
出
さ
れ
た
の
で
あ
る（
№
134
）。

こ
の
よ
う
に
、《
冨
田
》
へ
婿
に
入
っ
た
善
六
は
、
次
郎
兵
衛
夫
婦
と
折
り
合
い
が

悪
く
、
結
局
夫
婦
で
別
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
祝
言
か
ら
別
家
に
至
る

ま
で
、
様
々
な
機
会
に
酒
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
。

（
11
）
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御
用
等
に
関
わ
っ
て
の
酒

第
二
・
三
章
で
み
て
き
た
事
例
は
、
主
に
「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
中
心
と
し

た
人
々
の
酒
を
伴
っ
た
付
き
合
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
親
し
い
人
々
と
の

間
で
の
飲
酒
と
い
え
る
が
、
一
方
で
御
用
や
家
の
経
営
に
関
わ
っ
て
の
飲
酒
の
機
会
も

あ
っ
た
。
本
章
で
は
そ
の
一
端
を
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
事
例
を
列
挙
し
て
み
る
。

　

①
二
月
二
四
日
条（
№
47
）

夜
ニ
入
、
助
左
衛
門
ゟ
又
三
郎
夫
ニ
差
越
候
、
只
今
名
古
屋
よ
り
二
渡
り
喜
右
衛

門
罷
帰
候
、
兼
而
御
世
話
ニ
被
遊
被
下
候
処
、
此
度
之
儀
首
尾
能
相
済
、
明
日
ハ

皆
々
帰
申
筈
之
由
、（
中
略
）大
慶
仕
候
間
、
御
知
ら
せ
申
上
候
旨
申
越
候
、
仍
之
、

酒
為
呑
、
名
古
屋
便
相
聞
へ
満
足
之
旨
尤
之
事
候
、
入
念
能
申
越
候
旨
返
答
申
遣
、

夫
ゟ
又
三
郎
ハ
帰
ル

　

②
四
月
一
八
日
条（
№
90
）

四
ツ
頃
、
定
夫
円
吉
来
、
組
頭
共
今
日
御
目
ニ
懸
り
相
越
よ
し
、
酒
二
樽
持
参
申

候
、
然
処
へ
、
組
頭
半
助
・
勘
四
郎
・
金
左
衛
門
・
平
兵
衛
忰
、
右
四
人
来
ル
、

名
古
屋
ゟ
御
帰
候
ニ
付
、
御
目
ニ
掛
り
ニ
相
越
候
旨
申
聞
候
ニ
付
、
吸
物
・
酒
ニ
而

饗
応
遣
ス
、
市
郎
次
ニ
昨
日
申
渡
遣
候
通
、
庄
屋
帰
候
ハ
ヽ
、
相
談
之
上
一
札
認

差
出
候
様
ニ
と
、
組
頭
共
へ
申
渡
し
遣
ス
也

　

③
七
月
二
九
日
条（
№
117
）

昼
過
、
付
知
庄
屋
忠
三
郎
・
組
頭
七
右
衛
門
・
頭
百
姓
与
三
右
衛
門
来
ル
、
当
夏
、

東
股
入
ニ
而
見
分
御
改
置
候
明
桧
皮
剥
、
切
株
廿
六
数
吟
味
仕
候
得
共
、
背
主
相

知
レ
不
申
候
間
、
何
卒
御
勘
弁
之
上
、
御
達
之
儀
御
免
被
下
候
様
ニ
と
相
頼
、
願

書
壱
通
差
出
候
、（
中
略
）忠
三
郎
両
樽
為
持
来
り
候
付
、
吸
物
・
酒
・
茶
漬
ニ
而

饗
応
遣
ス
、
但
、
暮
合
迄
ニ
事
済
、
皆
々
帰
ル

　

④
七
月
晦
日
条（
№
118
）

昼
過
、
庄
屋
政
右
衛
門
来
ル
、
明
日
法
禅
寺
江
麁
茶
進
し
申
度
、（
中
略
）貴
様
ニ

も
永
々
御
山
方
ニ
御
勤
御
苦
労
被
成
候
間
、
御
用
之
御
透
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
出
被

下
候
様
ニ
と
申
聞
候
付
、
成
程
相
越
御
礼
可
申
旨
相
答
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
申
候

　

⑤
一
〇
月
二
四
日
条（
№
139
・
140
）

久
右
衛
門
家
見
分
、
長
六
間
・
横
五
間
、
去
ル
巳
暮
取
立
候
由
、
久
右
衛
門
吸

物
・
酒
出
ス
、（
中
略
）吉
本
助
八
家
見
分
、
爰
に
て
弁
当
、
隣
嘉
助
亭
主
役
ニ
来

り
居
申
候
、
尤
、
助
八
ハ
湯
舟
沢
へ
日
用
ニ
相
越
居
申
由
、
夫
ゟ
甚
九
郎
家
見
分
、

但
、
お
こ
し
也
、
助
八
家
ハ
長
五
間
・
横
三
間
半
、
当
春
取
立
候
由
、
甚
九
郎
家

長
五
間
半
・
横
四
間
半
、
去
午
春
取
立
候
由
、
夫
ゟ
お
こ
し
徳
右
衛
門
家
見
分
、

長
七
間
半
・
横
六
間
、
去
午
冬
取
立
候
由
、
吸
物
・
酒
出
し
、
爰
ニ
而
緩
々
休
ミ
、

夫
ゟ
六
右
衛
門
家
見
分
、
長
五
間
・
横
三
間
半
、
去
ル
巳
冬
取
立
候
由
、
六
右
衛

門
ハ
清
助
山
へ
相
越
居
申
由

　

⑥
一
一
月
一
九
日
条（
№
146
・
147
）

人
足
帳
為
引
合
、
治
左
衛
門
来
候
由
、
宿
ゟ
申
来
り
、
則
帰
り
引
合
也
、（
中
略
）

此
節
、
川
上
伊
左
衛
門
人
足
帳
面
認
来
ル
、（
中
略
）庄
屋
・
組
頭
ゟ
壱
樽
差
越
候

由
ニ
而
、
伊
左
衛
門
持
参
、
則
披
キ
、
人
足
帳
面
調
相
済
候
後
、
治
左
衛
門
ニ
為

呑
遣
ス
、
明
日
中
相
認
、
明
後
廿
一
日
朝
持
参
可
申
旨
申
聞
帰
ル
、
伊
左
衛
門
も

竪
帳
弐
冊
認
直
し
来
り
、
受
取
也
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
、
夫
ゟ
伊
左
衛
門
ハ
帰

ル
也

　

⑦
一
二
月
一
四
日
条（
№
157
）

昨
日
申
遣
候
佐
左
衛
門
代
為
次
郎
受
取
両
通
持
参
、
即
御
役
所
ニ
而
受
取
来
候
小

判
壱
両
、
同
人
へ
相
渡
ス
、
壱
樽
持
参
申
ニ
付
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ス



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
〇
六

以
上
の
う
ち
①
は
、
加
子
母
村
の
杣
頭
助
左
衛
門
の
使
者
と
し
て
又
三
郎
が
や
っ
て

き
て
、
名
古
屋
か
ら
帰
っ
た
喜
右
衛
門
が
、
今
回
の
こ
と
は
首
尾
よ
く
解
決
し
た
と
伝

え
た
の
で
、
彦
七
へ
知
ら
せ
に
来
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
前
、
助
左
衛
門
の

子
で
同
じ
く
杣
頭
の
利
左
衛
門
ら
が
隠
木
の
件
で
名
古
屋
で
吟
味
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
状
況
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
彦
七
は
使
者
の
又
三
郎
に
酒
を
呑
ま
せ
、
使
者
の

務
め
を
労
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
「
饗
応
」
と
の
表
記
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

三
月
に
彦
七
は
、
約
一
ヶ
月
間
名
古
屋
に
出
張
す
る
が（
後
述
）、
名
古
屋
よ
り
戻
っ

て
か
ら
の
四
月
一
八
日
条
が
②
で
あ
る
。
加
子
母
村
の
組
頭
半
助
ら
が
、
名
古
屋
か
ら

帰
っ
た
彦
七
に
お
目
に
掛
か
り
た
い
と
出
向
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、「
西
股
入
・
渡

合
杮
板
山
之
儀
」
に
つ
い
て
庄
屋
と
村
方
の
申
口
が
齟
齬
し
た
た
め
、
そ
の
調
整
に
関

わ
っ
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
半
助
ら
は
、
彦
七
方
に
出
向
く
前
に
、
定
使
円
吉
に
酒
二

樽
を
届
け
さ
せ
、
彦
七
は
半
助
ら
を
吸
物
・
酒
に
て
饗
応
し
た
の
で
あ
る
。

③
で
は
、
付
知
村
の
庄
屋
忠
三
郎
が
、
組
頭
・
頭
百
姓
を
同
道
し
て
訪
れ
た
。
忠
三

郎
ら
は
、
夏
の
見
廻
り
で
発
覚
し
た
不
正
に
つ
い
て
、
村
方
で
吟
味
し
た
が
犯
人
は
分

ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
御
役
所
へ
の
告
発
を
中
止
し
て
欲
し
い
と
の
願
書
を
携
え

て
い
た
。
中
略
部
分
で
は
、
彦
七
の
指
示
で
書
面
を
書
き
替
え
、
さ
ら
に
告
発
の
中
止

を
願
い
出
た
の
に
対
し
、
彦
七
は
延
期
を
認
め
た
等
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
山
守

と
し
て
の
裁
量
権
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
訴
願
の
際
に
、
忠
三
郎
は
両

樽
を
持
参
し
、
彦
七
は
吸
物
・
酒
・
茶
漬
に
て
饗
応
し
た
の
で
あ
る
。

④
で
は
、
加
子
母
村
の
庄
屋
政
右
衛
門
が
、
法
禅
寺
で
の
茶
会
に
彦
七
を
招
待
す
る

た
め
に
訪
れ
た
こ
と
に
対
し
、
彦
七
は
吸
物
・
酒
に
て
饗
応
し
た
の
で
あ
る
。
直
接
御

用
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
庄
屋
の
立
場
で
の
山
守
と
し
て
の
彦
七
に
対
す
る
気

遣
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
に
よ
る
と
、
こ
の
日
彦
七
は
、
久
右
衛
門
・
助
八
・
甚
九
郎
・
徳
右
衛
門
・
六
右

衛
門
の
「
家
見
分
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
濃
州
三
ヶ
村
の
家
作
見
分
も
山
守
の
職
務
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
日
の
五
件
の
「
家
見
分
」
の
う
ち
久
右
衛
門
と
徳
右
衛
門
か
ら
は
吸

物
・
酒
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。
助
八
・
甚
九
郎
・
六
右
衛
門
に
つ
い
て
は
酒
等
の
提

供
を
受
け
た
と
の
記
述
は
な
い
が
、
助
八
と
六
右
衛
門
は
と
も
に
留
守
で
あ
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
在
宅
で
あ
れ
ば
、
酒
を
提
供
す
る
慣
習
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑥
は
、
山
内
で
使
役
す
る
人
足
に
関
し
て
、
治
左
衛
門
が
人
足
帳
の
照
合
に
や
っ
て

き
た
こ
と
、
ま
た
川
上
村
の
伊
左
衛
門
が
人
足
帳
面
を
持
参
し
た
と
の
記
事
で
あ
る

が
、
伊
左
衛
門
が
持
参
し
た
一
樽
を
披
い
て
治
左
衛
門
に
呑
ま
せ
、
伊
左
衛
門
に
対
し

て
は
吸
物
・
酒
に
て
饗
応
し
た
と
い
う
。

⑦
は
、
彦
七
が
御
役
所
に
て
受
け
取
っ
て
き
た
小
判
一
両
を
、
佐
左
衛
門
の
代
理
と

し
て
や
っ
て
き
た
為
次
郎
に
渡
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
前
日
の
条
に
「
小
郷
佐

左
衛
門
被
下
金
も
受
取
来
り
候
間
、
明
日
印
判
持
参
罷
出
候
様
ニ
と
、
定
夫
ニ
申
付
遣

ス
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、
彦
七
が
受
け
取
っ
て
き
た
一
両
は
、
小
郷
の
佐
左
衛
門
へ
の

「
被
下
金
」
で
あ
っ
た
。
彦
七
は
、
一
二
月
六
日
に
名
古
屋
に
出
張
し
、
同
一
二
日
に

帰
宅
す
る
が
、
こ
の
出
張
の
際
に
御
役
所
か
ら
預
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
佐
左
衛
門
は

三
浦
山
の
雪
中
見
廻
役
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
手
当
と
し
て
の
「
被
下
金
」
で
あ
ろ

う
。
一
樽
持
参
し
た
為
次
郎
に
対
し
、
彦
七
は
吸
物
・
酒
に
て
饗
応
し
た
。

以
上
の
事
例
は
、
彦
七
の
山
守
と
し
て
の
立
場
に
関
わ
る
酒
の
遣
り
取
り
で
あ
る

が
、
次
の
よ
う
な
事
例
も
み
ら
れ
る
。

　

⑧
一
〇
月
一
〇
日
条（
№
133
）

掟
作
持
参
之
者
共
へ
、
酒
取
よ
せ
為
呑
申
積
り
、
取
ニ
遣
候
処
、
皆
々
帰
、
喜

助
・
源
六
残
り
居
申
候
而
、
給
候
而
帰
ル
ナ
リ

　

⑨
一
一
月
二
五
日
条（
№
151
）

昼
過
頃
、
商
人
丈
助
、
楮
受
取
ニ
来
り
、
酒
買
候
付
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ス
、

（
12
）
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七

尤
、
同
人
馬
牽
来
り
、
楮
付
ケ
行
也

　

⑩
一
二
月
一
四
日
条（
№
158
）

此
夜
幸
次
郎
来
り
、
善
右
衛
門
へ
引
合
、
来
年
壱
ヶ
年
給
金
壱
両
弐
分
弐
朱
ニ
、

呑
煙
草
為
作
申
筈
ニ
相
極
メ
、
酒
為
呑
遣
ス
、
来
ル
十
七
日
吉
日
故
来
ル
筈
ナ
リ
、

夫
ゟ
同
人
ハ
帰
ル
也

⑧
は
「
掟
作
」（
小
作
料
）を
持
参
し
た
者
へ
呑
ま
せ
る
積
り
で
酒
を
取
り
寄
せ
た
と

こ
ろ
、
皆
々
帰
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
喜
助
と
源
六
は
残
っ
て
い
て
酒
を
呑
ん
で
か
ら

帰
っ
た
と
の
記
事
、
⑨
は
楮
を
受
け
取
り
に
来
た
商
人
丈
助
に
対
し
、
吸
物
・
酒
に
て

饗
応
し
た
と
い
う
記
事
、
⑩
は
内
木
家
の
年
季
奉
公
人
幸
次
郎
が
来
て
、
来
年
の
給
金

等
を
取
り
決
め
、
幸
次
郎
に
酒
を
呑
ま
せ
た
と
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
件
は
内

木
家
の
経
営
に
関
わ
る
事
例
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
彦
七
の
山
守
と
し
て
の
立
場
に
関
わ
る
事
例
、
内
木
家
の
経
営
に

関
わ
る
事
例
の
幾
つ
か
を
み
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
場
面
で
も
多
く
は
来
訪
者
が
酒
一

樽
な
い
し
は
二
樽
を
持
参
し
、
彦
七
は
吸
物
・
酒（
＋
茶
漬
）に
て
饗
応
し
て
お
り
、「
内

木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
の
酒
の
遣
り
取
り
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
但
し
、
①

の
使
者
又
三
郎
、
⑥
の
治
左
衛
門
、
⑧
の
「
掟
作
持
参
之
者
」、
⑩
の
幸
次
郎
へ
の
対

応
で
は
、
酒
を
「
為
呑
」
と
表
記
さ
れ
、
異
な
っ
た
対
応
が
指
摘
で
き
る
。
尤
も
、
№

91
も
「
為
呑
」
の
事
例
で
あ
る
が
、「
昼
頃
、
犬
山
源
次
郎
商
人
来
候
付
、
酒
為
呑
遣

ス
、
尤
、
最
前
名
古
屋
へ
相
越
候
節
、
犬
山
ニ
而
源
次
郎
宅
へ
寄
り
、
世
話
ニ
預
り
候

付
、
右
之
通
饗
応
遣
ス
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
酒
為
呑
」
る
こ
と
も
「
饗
応
」
で
あ

る
と
い
う
認
識
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
為
呑
」
も
広
い
意
味
で
は
「
饗
応
」

行
為
に
含
ま
れ
る
が
、
よ
り
下
位
の
者
に
対
す
る
意
識
が
「
為
呑
」
と
い
う
表
現
に
表

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
三
月
末
に
名
古
屋
出
張
か
ら
帰
っ
た
際
に
、
物
持
ち
を
し

た
伊
兵
衛
に
「
酒
取
寄
せ
為
呑
」
た
と
い
う
の
も（
№
74
）、
そ
う
し
た
一
例
に
な
ろ

う
。
ま
た
、「
為
呑
」
で
も
、「
遣
ス
」
が
付
く
場
合
と
付
か
な
い
場
合
と
が
み
ら
れ
る

が
、
両
者
の
使
用
上
の
厳
密
な
区
分
は
想
定
で
き
な
い
。
な
お
、
仁
右
衛
門
に
対
し
て

も
「
酒
取
よ
せ
、
為
呑
申
候
」
と
い
う
事
例
も
あ
る（
№
150
）。

五　

日
常
的
な
飲
酒
と
酒
の
調
達

第
二
・
三
章
で
み
た
よ
う
な
祝
い
事
な
ど
の
機
会
で
の
酒
の
遣
り
取
り
と
と
も
に
、

第
四
章
で
挙
げ
た
事
例
も
含
め
、
日
常
的
に
も
飲
酒
の
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
が
表
1

か
ら
は
窺
え
る
。
こ
こ
で
、表
1
に
し
ば
し
ば
名
前
が
み
え
る
人
物
の
一
人
お
す
ゑ（
お

す
へ
）を
対
象
に
、
日
常
的
な
飲
酒
の
様
相
を
み
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
お

す
ゑ
は
彦
七
の
妹（
姉
と
も
）で
、
夫
を
亡
く
し
、
嫁
ぎ
先
の
《
下
屋
》
の
庇
護
を
受
け

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。

　

正
月
三
日
に
彦
七
夫
婦
は
、
勘
兵
衛
と
一
緒
に
《
下
屋
》
へ
年
礼
に
出
向
き
、
そ
の

序
で
に
お
す
ゑ
へ
立
ち
寄
り
、「
吸
物
・
酒
ニ
而
預
馳
走
」
っ
て
い
る
が（
№
2
、
前
述
）、

同
日
条
の
最
後
に
「
お
す
へ
又
々
来
、
此
朝
酒
為
給
遣
ス
」
と
あ
り
、
お
す
ゑ
は
こ
の

日
の
朝
に
彦
七
方
を
訪
れ
酒
を
呑
み
、
一
旦
帰
っ
て
「
又
々
」
訪
れ
た
ら
し
い（
№

4
）。
こ
れ
も
含
め
、
以
後
の
お
す
ゑ
の
行
動
を
追
っ
て
み
る
と
、

正
月
三
日
「
お
す
へ
又
々
来
、
此
朝
酒
為
呑
遣
ス
」（
№
4
、
前
述
）

正
月
四
日
「
此
日
も
お
す
へ
来
、
酒
為
呑
遣
ス
」（
№
5
）

正
月
一
一
日
「
此
日
も
お
す
ゑ
来
り
、
羽
織
拵
給
り
候
、（
中
略
）
酒
取
よ
せ
、
お

す
ゑ
ニ
饗
応
申
候
」（
№
14
）

正
月
一
二
日
「
此
日
も
お
す
ゑ
来
り
、
羽
織
拵
立
給
候
、
酒
取
よ
せ
振
舞
ナ
リ
」

（
№
16
）

正
月
二
〇
日
「
勘
兵
衛
ゟ
仁
右
衛
門
・
清
十
・
お
つ
ね
・
お
す
へ
へ
、
右
祝
義
之
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〇
八

酒
振
廻
申
度
間
、
来
り
給
候
様
申
遣
候
処
、
夜
ニ
入
皆
々
来
ㇽ
」（
№
27
、
前
述
）

二
月
六
日
「
お
つ
き
・
お
す
ゑ
ニ
、
酒
取
よ
せ
振
廻
也
」（
№
31
）

二
月
二
一
日
「
昼
頃
、
仁
右
衛
門
・
お
す
へ
も
来
、
酒
取
寄
、
楽
ム
也
」（
№
42
）

二
月
二
一
日
「
お
す
へ
も
来
り
、
酒
取
寄
い
わ
ひ
申
候
」（
№
43
、
前
述
）

二
月
二
二
日
「
則
酒
取
よ
せ
、
藤
吉
・
お
す
ゑ
ニ
振
舞
也
、
尤
、
お
す
へ
ハ
此
日

朝
よ
り
機
織
ニ
来
給
候
」（
№
44
）

三
月
二
八
日
「
お
す
ゑ
等
来
り
、
ほ
う
と
う
拵
、
酒
振
舞
也
」（
№
78
、
前
述
）

三
月
二
九
日
「
此
日
も
お
す
へ
来
、
酒
振
舞
也
」（
№
80
）

四
月
一
八
日
「
仁
右
衛
門
・
お
す
へ
も
来
、
酒
振
舞
ナ
リ
」（
№
93
）

一
〇
月
七
日
「
昼
頃
、
お
す
ゑ
来
ル
、
去
ル
巳
暮
遣
し
置
候
お
つ
や
ふ
と
ん
代
と

し
て
金
壱
分
ト
百
文
、
酒
壱
樽
持
来
り（
中
略
）則
請
取
、
吸
物
・
酒
に
て
饗
応

遣
ス
、
右
之
通
故
、
ふ
と
ん
代
相
済
也
」（
№
126
）

一
一
月
一
〇
日
「
お
す
へ
来
り
、
亦
々
酒
取
よ
せ
振
廻
也
」（
№
144
、
後
述
）

と
い
っ
た
事
例
が
挙
げ
ら
れ
、
し
ば
し
ば
彦
七
方
を
訪
れ
て
酒
を
呑
ん
で
い
る
様
子
が

窺
え
る
。
お
す
ゑ
は
酒
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
前
述
し
た
祝
い
事
な
ど
の
場
合
も
あ
る

が
、
特
段
の
訪
問
理
由
が
記
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
一
〇
月
七
日

に
娘
お
つ
や
の
布
団
代
を
納
め
に
来
た
際
に
は
、
一
樽
持
参
し
て
い
る
。

お
す
ゑ
に
限
ら
ず
、
表
1
を
み
れ
ば
、
仁
右
衛
門
や
清
十（
郎
）・
勘
兵
衛
ら
も
、
し

ば
し
ば
彦
七
方
で
酒
を
呑
ん
で
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
な
事
例
も
み
ら
れ
る
。

八
月
五
日
「
昼
頃
、
仁
右
衛
門
川
魚
少
々
持
来
呉
候
付
、
酒
取
よ
せ
饗
応
申
候
」

一
一
月
一
〇
日
「
昼
過
、
仁
右
衛
門
来
り
、
酒
取
よ
せ
振
廻
ナ
リ
、（
中
略
）善
右

衛
門
魚
取
相
越
、
少
々
取
来
ル
、
お
す
へ
来
り
、
亦
々
酒
取
よ
せ
振
廻
也
」

　

こ
の
よ
う
に
、
八
月
五
日
に
は
仁
右
衛
門
が
川
魚
を
持
参
し
た
の
で
、
酒
を
取
り
寄

せ
た
と
い
う（
№
120
）。
昼
頃
か
ら
呑
ん
だ
ら
し
い
。
一
一
月
一
〇
日
に
は
、
昼
過
ぎ
に

仁
右
衛
門
と
酒
を
呑
み
、
そ
の
後
善
右
衛
門
が
魚
を
取
っ
て
き
た
と
こ
ろ
へ
、
お
す
ゑ

も
や
っ
て
来
て
、「
亦
々
」
酒
を
取
り
寄
せ
振
舞
っ
た
と
い
う（
№
143
・
144
）。
ま
た
、

一
二
月
一
五
日
「
勘
兵
衛
暮
前
来
ル
、
壱
樽
・
一
つ（

苞
）と
持
参
、
泊
ル
也
」

と
あ
る
の
も
、
勘
兵
衛
は
彦
七
と
酒
を
呑
む
た
め
に
、
酒
と
肴
を
持
参
し
た
の
で
は
な

い
か（
№
159
）。
こ
の
よ
う
に
、
祝
い
事
の
よ
う
な
特
別
な
機
会
で
な
く
て
も
、
日
常
的

に
飲
酒
の
機
会
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
表
1
を
通
覧
す
る
と
、
彦
七
は
酒
を
提
供
す
る
際
に
、「
酒
取
寄
」「
壱
樽
取

よ
せ
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
都
度
酒
を
調
達（
購
入
）し
て
い
る
場
合

が
頗
る
多
い
。
主
な
調
達
先
は
、
酒
屋
政
助
と
田
丸
屋
平
七
と
い
う
二
軒
の
酒
屋
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
正
月
一
一
日
条
に
、

昨
日
お
い
わ
ニ
酒
屋
政
助
ゟ
差
越
候
手
紙
、
近
所
衆
招
キ
帳
い
わ
ひ
致
ス
筈
、
御

酒
壱
ツ
進
し
可
申
候
間
、
遊
ひ
な
か
ら
御
越
被
下
候
様
ニ
と
申
越
候

と
あ
り
、
こ
の
日
、
近
所
の
人
た
ち
を
招
待
し
「
帳
い
わ
ひ
」
を
催
す
の
に
際
し
、
酒

屋
政
助
か
ら
「
御
酒
壱
ツ
」
を
進
呈
す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い
う（
№
13
）。

一
方
、
田
丸
屋
に
つ
い
て
は
、
二
月
一
五
日
条
に
、

昼
前
頃
、
田
丸
や
平
七
来
、
昨
日
御
約
束
申
候
酒
少
々
出
来
申
ニ
付
、
進
し
候
由

ニ
而
、
一
つ
ぼ
持
参
呉
申
候
付
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ス
也

と
い
う
記
事
が
み
え
、
昨
日
約
束
し
た
酒
が
出
来
た
と
の
こ
と
で
、「
一
つ
ほ
」（
一
壺
）

進
呈
が
あ
り
、
吸
物
・
酒
に
て
饗
応
し
た
と
い
う（
№
37
）。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る（
八
月
七
日
条
）。

昨
日
、
両
酒
屋
か
す
尋
ニ
遣
候
処
、
両
酒
屋
と
も
売
仕
廻
、
無
之
由
之
処
、
此
朝
、

田
丸
や
ゟ
小
手
桶
ニ
入
、
か
す
少
々
又
助
ニ
為
持
越
候

昨
日
、「
両
酒
屋
」（
酒
屋
政
助
と
田
丸
屋
平
七
）に
「
か
す
」（
酒
粕
か
）に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
両
酒
屋
と
も
売
り
切
れ
て
無
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
朝
に
な
っ
て
田

（
13
）
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一
〇
九

丸
屋
か
ら
小
手
桶
に
入
れ
た
「
か
す
」
が
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

田
丸
屋
に
つ
い
て
は
、
九
月
一
七
日
・
一
〇
月
六
日
条
に
、

万
ケ
彦
右
衛
門
儀
、
田
丸
や
酒
株
引
取
候
付
、
酒
部
屋
取
立
申
度
由
、
尤
、
明
日

頃
ゟ
釿
の
始
取
懸
り
可
申
由（
九
月
一
七
日
条
）

此
朝
、
大
勢
万
ケ
ゟ
田
丸
屋
へ
酒
道
具
取
ニ
相
越
候
由
之
処
、
七
ツ
過
頃
、
大
勢

ニ
而
酒
道
具
下
モ
へ
持
通
ル
也（
一
〇
月
六
日
条
）

と
、
万
賀
の
彦
左
衛
門
が
田
丸
屋
の
酒
株
を
引
き
取
り　

酒
部
屋
を
建
設
す
る
と
の
記

事
が
九
月
一
七
日
条
に
あ
り
、
一
〇
月
六
日
に
は
、
万
賀
か
ら
田
丸
屋
へ
酒
道
具
を
取

り
に
来
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
田
丸
屋
は
小
売
酒
屋
で
は
な
く
、
造
酒
屋
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
「
か
す
」
に
つ
い
て
の
記
事
か
ら
も
窺
え
る
が
、
と

す
れ
ば
酒
屋
政
助
も
造
酒
屋
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
田
丸
屋
は
こ
の
後
も

『
日
記
』
に
登
場
し
て
お
り
、
酒
株
を
す
べ
て
引
き
渡
し
た
の
で
は
な
く
、
一
部
だ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
一
月
二
六
日
に
は
「
此
朝
、
田
丸
屋
ゟ
初
尾
之
由
、
壱
樽
差

越
呉
、
受
納
申
候
」
と
、
田
丸
屋
か
ら
初
尾
と
し
て
一
樽
が
届
け
ら
れ
て
い
る（
№
153
）。

次
に
、
正
月
二
〇
日
条
を
み
て
み
よ
う
。

七
ツ
過
頃
、
清
十
来
、
此
節
勘
兵
衛
来
ル
、
今
晩
お
た
つ
ニ
歯
黒
付
ケ
さ
せ
申
筈

ニ
付
、
酒
屋
通
ひ
借
し
呉
候
様
相
願
候
付
、
則
借
し
遣
ス

こ
の
よ
う
に
、
小
郷
の
勘
兵
衛
が
、
妹
お
た
つ
の
「
歯
黒
」
祝
い
の
た
め
に
、
彦
七

の
「
酒
屋
通
ひ
」、
す
な
わ
ち
酒
屋
の
通
い
帳
を
借
り
た
い
と
願
っ
て
き
た
と
い
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
勘
兵
衛
は
会
場
も
彦
七
宅
を
借
り
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
か

ら
、
酒
の
調
達（
購
入
）に
は
通
い
帳
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
が
、
一
二
月
二

三
日
条
に
は
、

下
酒
屋
へ
通
〆
出
し
差
越
候
様
ニ
と
、
通
為
持
遣
候
処
、
弐
貫
九
百
八
拾
五
文
之

由
、
書
付
差
越
候

と
、
年
末
に
な
っ
て
下
酒
屋
へ
「
通
〆
」
の
た
め
に
通
い
帳
を
持
た
せ
て
遣
わ
し
た
と

こ
ろ
、
書
付
が
届
い
た
。
下
酒
屋
と
は
酒
屋
政
助
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
届
い
た
書
付
に

よ
れ
ば
、
今
年
同
人
か
ら
取
り
寄
せ
た
酒
の
代
金
は
二
貫
九
八
五
文
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
代
金
は
年
末
に
清
算
し
た
の
で
あ
る
が
、
田
丸
屋
か
ら
取
り
寄
せ
た
酒

の
代
金
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
二
七
日
条
に
「
当
年
酒
代
四
貫
弐
百
余
有
之
よ
し
」
と

あ
る
。
下
酒
屋
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
二
三
日
条
に
二
貫
九
八
五
文
と
あ
り
、
両
酒
屋

合
せ
て
七
貫
一
八
五
文
余
と
な
る
。
こ
の
金
額
は
、
酒
の
量
に
し
て
ど
れ
ほ
ど
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
一
月
九
日
条
に
「
酒
九
合
、
代
丁
五
拾
文
買
候
」
と
あ
る
の
を
手

掛
か
り
に
、
単
純
に
計
算
す
る
と
一
升
瓶
に
し
て
一
三
○
本
程
に
な
る
。

六　

木
口
印
立
会
・
御
山
見
廻
り
と
酒

彦
七
は
、
山
守
と
し
て
濃
州
三
ヶ
村
・
三
浦
山
の
木
口
印
立
会
と
御
山
見
廻
り
を
職

務
と
し
て
い
た
。
宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
御
山
見
廻
度
数
日

数
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
に
は
、
四
月
二
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
「
三
浦
御
山
見
廻
」
を

初
め
と
し
て
一
二
回
、
合
わ
せ
て
一
六
八
日
間
に
亙
っ
て
木
口
印
立
会
お
よ
び
御
山
見

廻
り
の
た
め
に
山
に
入
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
う
ち
①
五
月
五
日
か
ら
九
日
ま

で
の
川
上
山
、
②
五
月
一
〇
日
か
ら
六
月
一
〇
日
ま
で
の
付
知
山
、
③
六
月
一
四
日
か

ら
七
月
二
六
日
ま
で
の
川
上
山
の
三
回
の
山
入
り
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
、
木
口
印
立

会
・
御
山
見
廻
り
と
酒
と
の
関
わ
り
を
み
て
み
た
い
。
右
の
三
回
の
う
ち
①
・
②
は
連

続
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
合
せ
て
一
ヶ
月
余
り
の
日
程
で
あ
り
、
③
は
四
〇
日
余
り

の
日
程
と
な
っ
て
い
る
。
表
1
の
な
か
で
は
、
①
・
②
の
期
間
の
事
例
が
№
96
～
107
、

③
の
期
間
の
事
例
が
№
110
～
115
と
な
る
。

①　

五
月
五
日
に
加
子
母
を
出
立
し
、
同
日
七
ツ
過
頃
に
川
上
山
の
小
豆
沢
中
小
屋
に

（
14
）

（
15
）
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一
一
〇

着
い
た
。
翌
六
日
は
山
内
を
見
分
し
、「
木
口
印
入
」
作
業
の
指
揮
を
し
た（
木
口
印
立

会
）。
七
ツ
前
頃
小
屋
に
着
き
、「
入
麺
・
酒
出
ス
」
と
あ
る（
№
96
）。
こ
の
小
豆
沢
中

小
屋
を
拠
点
に
、
以
後
九
日
ま
で
、
連
日
「
木
口
印
入
」
に
当
た
っ
た
。

②　

五
月
一
〇
日
、
小
豆
沢
中
小
屋
を
出
立
し
て
付
知
へ
行
く
。
こ
こ
か
ら
②
へ
移
行

し
、
付
知
山
で
木
口
印
立
会
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
付
知
山
へ
向
か
う
途
中
、

川
上
村
の
杣
頭
三
吉
方
に
て
「
吸
物
・
酒
出
ス
」
と
あ
る（
№
97
）。
昼
過
ぎ
に
嶋
田
に

着
き
、
こ
の
日
は
同
所
に
泊
り
、
翌
一
一
日
、
嶋
田
を
出
立
し
て
出
シ
ヶ
谷
中
小
屋
に

九
ツ
半
過
頃
到
着
し
た
。
こ
の
間
、
付
知
村
庄
屋
忠
三
郎
へ
立
寄
り
「
吸
物
・
酒
出

ス
」、
与
三
右
衛
門
へ
も
立
寄
り
「
与
三
右
衛
門
ニ
而
も
酒
出
ス
也
」
と
あ
る（
№
98
・

99
）。
そ
し
て
、「
此
夜
酒
出
ス
」（
№
100
）と
、
夜
に
な
り
彦
七
は
、
一
行
の
者
に
対
し

て
で
あ
ろ
う
、
酒
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
三
日
も
「
夕
方
并
此
夜
酒
出
ス
也
」
と
、
夕
方
・
夜
に
酒
を
提
供
し
た
と
あ
る

（
№
102
）。
そ
の
後
し
ば
ら
く
酒
に
関
わ
る
記
事
は
み
え
ず
、
二
二
日
に
な
っ
て
付
知
村

庄
屋
の
忠
三
郎
ら
が
、
土
産
に
一
樽
・
川
鱒
一
本
な
ど
を
持
参
し
、
見
舞
い
に
訪
れ
た

と
あ
る（
№
103
）。
こ
の
酒
を
め
ぐ
っ
て
、
小
源
次
が
「
今
日
之
丁
場
も
山
場
わ
ろ
し

〳
〵
、
右
土
産
之
酒
出
し
申
度
」
と
伺
い
出
、
同
行
し
て
い
た
木
曽
材
木
方
元
締
手
代

松
田
円
平
次
か
ら
、
土
産
の
酒
を
「
勝
手
ニ
而
ひ
ら
き
、
饗
応
遣
し
候
様
ニ
」
と
の
了

解
を
得
て
、「
勝
手
ニ
而
給
候
由
ニ
而
、
良
暫
間
有
之
、
何
れ
も
暇
乞
い
た
し
村
へ
帰
ㇽ
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
酒
が
手
に
入
っ
た
の
で
、
足
場
の
悪
い
な
か
作
業
に
当

た
っ
た
人
足
な
ど
を
酒
に
て
労
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
六
日
に
は
、
加
子
母
村
の
組
頭
半
助
と
百
姓
伊
兵
衛
が
「
両
樽
・
肴
、
両
人
持
参

申
よ
し
ニ
而
差
出
ス
」
と
、
二
樽
・
肴
を
持
参
し
て
訪
ね
て
き
た（
№
104
）。
訪
問
の
理

由
は
、
西
股
入
杮
板
山
に
関
わ
る
書
類
の
件
で
の
相
談
で
あ
っ
た
。

　

六
月
に
入
り
、
二
日
に
付
知
村
の
組
頭
七
右
衛
門
・
文
蔵
が
「
庄
屋
申
付
候
由
ニ
而

見
舞
ニ
来
ㇽ
、
両
樽
・
玉
子
等
持
参
申
由
」
と
、
庄
屋
の
指
示
で
二
樽
・
玉
子
等
を
持

参
し
て
、
見
舞
い
に
訪
れ
た（
№
105
）。
こ
の
後
、
し
ば
ら
く
酒
に
関
わ
る
記
事
は
な

く
、
一
〇
日
に
「
中
小
屋
ニ
而
茶
漬
・
酒
等
給
候
而
、
出
立
也
」
と
、
最
終
日
を
迎
え
、

茶
漬
と
酒
な
ど
を
食
べ
て
、
中
小
屋
を
後
に
し
た
の
で
あ
っ
た（
№
106
）。
付
知
で
「
吸

物
・
酒
出
シ
、
給
候
而
付
知
出
立
、
加
子
母
へ
帰
ㇽ
」
と
、
途
中
の
付
知
で
吸
物
・
酒

を
食
べ
て
、
加
子
母
へ
帰
っ
た
の
で
あ
る（
№
107
）。

こ
う
し
て
①
・
②
の
木
口
印
立
会
が
済
ん
で
ま
も
な
く
、
六
月
一
四
日
か
ら
彦
七

は
、
③
川
上
山
で
の
木
口
印
立
会
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

③　

六
月
一
四
日
に
桑
原
を
出
立
し
、
付
知
村
庄
屋
忠
三
郎
方
で
提
出
す
る
書
類
の
件

で
指
示
を
出
し
、
そ
の
際
に
「
忠
三
郎
、
温
飩
・
酒
出
シ
、
給
申
候
」
と
、
忠
三
郎
か

ら
提
供
さ
れ
た
饂
飩
と
酒
を
食
べ
た
と
い
う（
№
110
）。
こ
の
後
、
嶋
田
へ
寄
り
、「
清

助
も
宿
ニ
居
申
候
而
、
酒
出
ス
」
と
、
こ
こ
で
は
付
知
村
の
杣
頭
清
助
か
ら
酒
の
提
供

を
受
け
て
い
る（
№
111
）。
そ
れ
よ
り
川
上
に
向
か
い
、
日
入
頃
川
上
の
三
吉
方
に
着
い

た
と
こ
ろ
、
本
日
御
頭（
木
曽
材
木
奉
行
）が
到
着
す
る
と
い
う
の
で
、
今
晩
は
三
吉
方

に
泊
る
こ
と
に
し
て
、
川
上
村
庄
屋
へ
出
向
き
、
暮
前
に
御
頭
に
面
会
し
た
。

　

六
月
一
五
日
に
は
、「
此
夜
、
吸
物
・
酒
出
ス
」
と
、
夜
に
吸
物
と
酒
を
提
供
し
た

（
№
112
）。
こ
の
後
し
ば
ら
く
酒
に
関
す
る
記
事
は
な
く
、
七
月
四
日
条
に
、

助
右
衛
門
よ
り
、
同
人
聟
た
の
ミ
、
魚
取
ニ
遣
し
候
由
之
処
、
此
夜
、
能
キ
魚

少
々
取
来
り
、
酒
之
肴
ニ
出
ス
也

と
、
助
右
衛
門
が
婿
に
頼
ん
で
獲
っ
て
き
た
魚
を
酒
の
肴
に
出
し
た
と
い
う（
№
113
）。

　

七
月
一
五
日
に
は
、
盆
礼
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
、

余
り
残
暑
強
候
故
見
合
居
候
而
、
日
は
つ
り
中
小
屋
出
立
、（
中
略
）寺
参
り
ニ
行

也
、
暮
々
浄
光
寺
へ
参
り
、
夫
ゟ
三
吉
へ
相
越
、
休
ミ
居
候
処
へ
助
右
衛
門
も
来

ル
、
ほ
う
と
う
・
酒
出
ス
、
緩
々
給
候
而
、
助
右
衛
門
・
伊
兵
衛
・
庄
左
衛
門
案
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内
ニ
而
、
長
助
へ
踊
見
物
ニ
相
越
、
男
女
大
勢
踊
り
居
申
候
而
、
暫
見
物
い
た
し
、

夫
ゟ
帰
ル
也

と
、
木
口
印
立
会
に
従
事
中
で
あ
る
が
、
浄
光
寺（
川
上
村
）へ
参
り
、
そ
の
帰
途
三
吉

方
に
て
休
憩
中
、
助
右
衛
門
も
や
っ
て
来
て
、
ほ
う
と
う
・
酒
を
出
し
、
緩
々
と
呑
ん

だ
。
呑
ん
だ
後
、
踊
り
を
見
物
し
て
か
ら
帰
っ
た
と
い
う（
№
114
）。

　

七
月
二
六
日
は
最
終
日
で
あ
る
が
、
三
吉
方
へ
寄
り
、
嶋
田
へ
寄
っ
て
、
付
知
村
庄

屋
へ
着
き
、
庄
屋
忠
三
郎
に
対
し
、
六
月
に
申
し
渡
し
て
お
い
た
書
類
に
つ
い
て
修
正

の
指
示
を
出
す
な
ど
し
た
。
こ
の
時
「
忠
三
郎
、
吸
物
・
酒
出
ス
」
と
、
忠
三
郎
か
ら

酒
の
提
供
が
あ
っ
た
と
い
う（
№
115
）。
そ
れ
か
ら
彦
七
は
、
母
人
に
面
会
す
る
た
め

《
冨
田
》
へ
立
ち
寄
り
、
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
《
下
屋
》
の
仁
右
衛
門
と
「
夫
ゟ
同
道
、

桑
原
へ
帰
ル
」
と
、
無
事
帰
宅
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
彦
七
は
八
月
二
六
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
川
上
山
の
木
口
印
立
会
に
出
向
い

て
お
り
、
八
月
二
六
日
は
、
川
上
村
三
沢
の
助
右
衛
門
方
に
宿
泊
と
な
っ
た
が
、

夜
ニ
入
、
飯
田
幸
右
衛
門
被
来
候
、
吉
左
衛
門
付
添
来
ル
、
助
右
衛
門
吸
物
・
酒

出
ス
也

と
、
木
曽
材
木
方
手
代
の
飯
田
幸
右
衛
門
が
訪
れ
た
た
め
、
宿
所
と
な
っ
た
助
右
衛
門

が
吸
物
・
酒
を
用
意
し
た
の
で
あ
る（
№
121
）。

こ
の
他
に
彦
七
は
、
一
〇
月
一
四
日
か
ら
一
九
日
ま
で
川
上
山
の
御
山
見
廻
り
に
当

た
っ
て
い
る
が
、
№
135
～
138
が
こ
の
期
間
の
も
の
で
あ
る
。
一
四
日
条
に
、

夫
よ
り
付
知
出
立
、
川
上
へ
相
越
、
忠
三
郎
酒
・
吸
物
等
出
ス
、
嶋
田
ニ
御
足
軽

伊
藤
佐
五
右
衛
門
、
今
日
着
之
由
付
、
則
立
寄
逢
、（
中
略
）清
助
酒
出
ス

と
あ
っ
て
、
川
上
山
に
出
向
く
途
中
で
、
付
知
村
庄
屋
忠
三
郎
か
ら
酒
・
吸
物
を
提
供

さ
れ（
№
135
）、
そ
の
後
立
ち
寄
っ
た
嶋
田
で
は
、
付
知
村
の
杣
頭
清
助
か
ら
酒
の
提
供

を
受
け
た
の
で
あ
る（
№
136
）。
一
四
・
一
五
日
は
川
上
村
の
仙
右
衛
門
方
が
宿
所
に
当

て
ら
れ
た
よ
う
で
、
一
五
日
に
は
「
夜
ニ
入
、
作
十
郎
も
来
り
、
酒
出
し
、
給
申
候
」

と
、
同
村
組
頭
の
作
十
郎
が
や
っ
て
来
て
、
酒
を
呑
ん
だ
と
い
う（
№
137
）。
一
六
日
、

仙
右
衛
門
方
を
出
立
し
見
廻
り
を
実
施
す
る
が
、
そ
の
途
中
に
新
田
中
小
屋
に
寄
っ
た

際
、「
伊
兵
衛
、
酒
出
し
、
給
候
」
と
、
伊
兵
衛
が
酒
を
提
供
し
、
呑
ん
だ
と
い
う（
№

138
）。

　

さ
ら
に
、
一
一
月
一
二
日
か
ら
一
七
日
ま
で
川
上
山
の
木
口
印
見
分
を
実
施
し
て
い

る
が
、
最
終
日
の
一
七
日
条
に
「
夫
ゟ
付
知
庄
屋
着
、（
中
略
）忠
三
郎
酒
出
ス
、
治
兵

衛
も
給
候
而
帰
ル
也
」
と
、
付
知
村
庄
屋
の
忠
三
郎
か
ら
酒
の
提
供
を
受
け
、
治
兵
衛

と
一
緒
に
呑
ん
だ
と
い
う（
№
145
）。

　

因
み
に
、
彦
七
は
四
月
二
日
か
ら
一
六
日
ま
で
「
三
浦
御
山
見
廻
」
に
当
た
っ
て
お

り
、
そ
の
初
日
の
二
日
条
に
、
人
足
四
人
が
水
無
へ
行
き
、
明
日
小
屋
を
建
造
す
る
旨

の
記
事
が
あ
り
、
彦
七
は
四
日
に
三
浦
か
ら
迎
え
が
来
た
た
め
出
立
し
た
。
途
中
、
小

和
知
の
貞
右
衛
門
の
出
店
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
「
同
人
酒
出
ス
、
禁
酒
故
断
候
而
不

給
也
」
と
、
貞
右
衛
門
か
ら
酒
を
出
さ
れ
た
が
、「
禁
酒
」
の
た
め
呑
む
の
を
断
っ
た

と
い
う（
№
83
）。
な
ぜ
禁
酒
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

し
て
、
一
六
日
条
に
「
水
無
出
立
、
下
山
也
」、「
小
郷
へ
下
山
」、「
夫
よ
り
和
助
へ
寄

り
候
処
、
吸
物
・
酒
出
ス
ナ
リ
、
緩
々
休
ミ
居
申
候
」
と
、
小
郷
の
和
助
か
ら
酒
の
提

供
を
受
け
た（
№
84
）。
こ
の
間
、
山
内
を
見
廻
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
酒
に
関

す
る
記
事
は
出
て
こ
な
い
。

以
上
、
木
口
印
立
会
・
御
山
見
廻
り
と
酒
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
一
連

の
記
事
の
う
ち
で
は
、
山
内
へ
向
か
う
途
中
の
三
吉
方
や
嶋
田
な
ど
で
酒
の
提
供
を
受

け
た
場
合
が
多
く
、
特
に
付
知
村
庄
屋
忠
三
郎
に
よ
る
酒
の
提
供
は
度
々
に
及
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
山
内
に
お
い
て
は
、
そ
う
た
く
さ
ん
の
記
事
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
右
に
取
り
上
げ
た
以
外
に
も
、
彦
七
は
五
回
ほ
ど
山
入
り
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
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も
酒
に
関
わ
る
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。
山
内
で
の
飲
酒
が
、『
日
記
』
に
記
さ
れ
た
事

例
に
限
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
機
会
は
頻
繁
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
で

も
、
何
度
か
夜
に
酒
を
提
供
し
た
記
事
が
み
え
、
ま
た
酒
・
肴
の
差
入
れ
も
あ
り
、
魚

が
手
に
入
っ
た
際
に
は
、
そ
れ
を
肴
に
酒
を
呑
む
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
七
月
八
日

条
に
「
儀
右
衛
門
儀
、
弥
助
小
屋
迄
魚
釣
ニ
相
越
候
由
ニ
而
、
魚
大
分
釣
来
ル
也
」
と

あ
る
が
、
儀
右
衛
門
が
釣
っ
て
き
た
魚
を
、
酒
の
肴
に
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

七　

名
古
屋
出
張
と
酒

彦
七
は
、
二
月
二
八
日
か
ら
三
月
二
四
日
ま
で
、
木
曽
材
木
方
役
所
で
隠
木
に
関
わ

る
吟
味
を
受
け
る
た
め
に
関
係
者
と
と
も
に
名
古
屋
へ
出
張
し
た
が
、
こ
の
間
の
動
向

を
示
す
の
が
№
51
～
75
に
な
る
。
最
後
に
本
章
で
は
、
加
子
母
村
や
濃
州
三
ヶ
村
か
ら

は
離
れ
る
が
、
名
古
屋
出
張
中
に
お
け
る
酒
と
の
関
わ
り
を
み
て
お
き
た
い
。

二
月
二
八
日
に
加
子
母
村
を
出
立
し
た
彦
七
ら
は
、
途
中
黒
瀬
で
一
泊
し
、
二
九
日

は
犬
山
ま
で
船
で
、
犬
山
か
ら
は
陸
路
で
、
夕
方
に
名
古
屋
で
の
宿
所
で
あ
る
万
屋
に

投
宿
し
た
。
宿
所
は
川
口
屋
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
川
口
屋
が
大
勢
の
客
を
引
き
受
け

て
い
た
た
め
、
万
屋
に
変
更
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
月
に
入
り
、
一
日
に
「
隠
木
ニ
付
、
明
日
御
吟
味
有
之
候
間
、
明
朝
五
ツ
半
頃
、

御
役
所
へ
罷
出
候
様
」
と
の
通
達
が
あ
り
、
翌
二
日
、
木
曽
材
木
方
役
所
の
巾
下
役
所

（
以
下
、
御
役
所
と
い
う
）へ
出
頭
し
た
。
途
中
、
秋
葉
様
・
薬
師
様
へ
参
詣
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
彦
七
を
初
め
関
係
者
に
対
し
尋
問
が
あ
り
、
暮
に
宿
所
に
戻
っ
た
。

　

三
日
は
吟
味
が
な
く
、
利
左
衛
門
・
勘
兵
衛
・
久
左
衛
門
と
同
道
で
、「
熱
田
乍
参

詣
、
宮
塩
干
見
物
ニ
相
越
ス
也
、
緩
々
拝
ミ
見
物
い
た
し
」
と
、
熱
田
な
ど
を
「
緩
々
」

と
参
詣
・
見
物
し
、「
所
々
ニ
而
温
飩
給
申
候
、
所
々
酒
代
ハ
利
左
衛
門
出
ス
也
」
と
、

各
所
で
饂
飩
を
食
べ
、
酒
を
呑
み（
酒
代
は
加
子
母
村
の
杣
頭
利
左
衛
門
持
ち
）、
暮
に
宿

所
に
着
い
た
と
い
う（
№
51
）。
一
日
を
、
飲
食
を
し
な
が
ら
の
物
見
遊
山
に
当
て
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
夜
に
な
り
「
宿
お
ば
ゝ
酒
持
参
給
り
、
給
申
候
而
休
ム
也
」

と
、
万
屋
の
〝
お
ば
ゝ
〟
か
ら
酒
の
差
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
呑
ん
で
休
ん
だ
と
い
う

（
№
52
）。〝
お
ば
ゝ
〟
か
ら
の
差
入
れ
は
、
四
日
・
八
日
・
一
四
日
に
も
あ
り（
№
53
・

57
・
64
）、
こ
の
う
ち
八
日
に
つ
い
て
は
「
お
そ
〳
〵
宿
お
は
ゝ
酒
持
参
給
り
、
大
酒

給
候
而
休
ム
ナ
リ
」
と
、「
大
酒
」
を
呑
ん
だ
と
い
う
。

四
日
に
内
詰
手
代
大
嶋
仙
右
衛
門
方
へ
出
向
き
、
忰
善
右
衛
門
の
召
喚
の
こ
と
な
ど

を
打
ち
合
せ
た
が
、
今
日
は
御
頭（
奉
行
）の
出
座
は
な
い
と
告
げ
ら
れ
た
。

五
日
条
に
は
、

助
右
衛
門
来
ル
、（
中
略
）昨
夜
、
組
頭
共
ニ
預
置
候
壱
つ
ぼ
有
之
間
、
一
種
調
来

り
候
ハ
ヽ
楽
可
申
旨
申
談
候
処
、
則
同
人
調
ニ
出
ル
、
然
処
へ
、
半
助
・
利
左
衛

門
・
勘
兵
衛
も
来
り
、
一
列
助
右
衛
門
肴
二
種
調
来
り
、
宿
お
ば
ゝ
呼
出
シ
、
六

人
ニ
而
楽
ム
也
、
七
ツ
過
頃
皆
々
帰
ル

と
あ
る
。
前
夜
組
頭
か
ら
預
か
っ
た
「
壱
つ
ぼ
」
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
呑
ん
で
楽
し

も
う
と
、
助
右
衛
門
と
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
半
助
・
利
左
衛
門
・
勘
兵
衛
も
来
て
、

助
右
衛
門
が
「
肴
二
種
」
を
調
達
し
、〝
お
ば
ゝ
〟
も
呼
び
出
し
、
六
人
で
酒
宴
を
楽

し
ん
だ
と
い
う（
№
54
）。「
今
日
も
御
役
所
ゟ
さ
た
こ
れ
な
し
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

六
日
は
、「
い
つ
頃
調
可
有
之
哉
相
知
レ
不
申
、
迷
惑
〳
〵
」
と
吟
味
の
日
程
の
見

通
し
が
つ
か
ず
、
苛
立
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は
な
か
ろ
う
が
、

八
ツ
過
頃
、
助
左
衛
門
・
半
助
来
、
酒
取
よ
せ
、
宿
お
ば
ゝ
と
も
給
居
申
候
処
へ
、

助
右
衛
門
も
来
り
、
一
座
給
申
候

と
、
こ
の
日
は
昼
間
か
ら
、
前
日
と
同
様
に
〝
お
ば
ゝ
〟
も
交
え
て
酒
宴
が
開
か
れ
た

（
№
55
）。
な
お
、
九
日
に
も
、
夜
に
勘
兵
衛
と
久
左
衛
門
が
や
っ
て
き
た
の
で
、「
酒
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肴
取
よ
せ
、
儀
左
衛
門
并
宿
お
は
ゝ
招
、
楽
ム
也
、
何
れ
も
緩
々
遊
ひ
帰
ル
」
と
あ

り
、〝
お
ば
ゝ
〟
を
招
い
て
酒
宴
が
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る（
№
58
）。〝
お
ば
ゝ
〟
は
酒

好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
差
入
れ
の
際
に
も
一
緒
に
呑
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

七
日
・
八
日
・
九
日
も
御
役
所
へ
の
出
頭
は
な
か
っ
た
。
七
日
に
は
、
市
中
で
刀
・

脇
指
を
購
入
し
て
い
る
。
八
日
に
は
、

八
ツ
前
頃
、
川
口
屋
へ
相
越
候
処
、
助
左
衛
門
・
半
助
居
申
候
而
、
酒
取
よ
せ
候

処
へ
、
付
知
文
蔵
・
加
子
母
伊
兵
衛
来
、
暫
跡
ゟ
勘
兵
衛
・
久
米
次
郎
・
久
左
衛

門
も
来
り
、
緩
々
は
な
し
帰
候

と
、
川
口
屋
で
助
左
衛
門
・
半
助
と
呑
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、
次
々
と
人
が
集
ま
り
、

「
緩
々
」
話
し
て
帰
っ
た
と
い
う（
№
56
）。
昼
間
か
ら
大
勢
で
の
飲
酒
で
あ
る
。

九
日
に
な
っ
て
、
漸
く
「
明
十
日
、
御
足
軽
中
・
山
手
代
御
吟
味
有
之
候
間
、
貴
様

ニ
も
明
日
四
ツ
時
役
所
へ
御
出
候
様
ニ
」
と
の
呼
出
し
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
夜
に
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
〝
お
ば
ゝ
〟
を
招
い
て
の
酒
宴
が
あ
っ
た
。

　

一
〇
日
に
「
五
ツ
頃
、
山
方
中
五
人
同
道
、
巾
下
御
役
所
へ
相
越
候
」
と
、
御
役
所

へ
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
御
頭（
木
曽
材
木
奉
行
寄
田
清
太
夫
）か
ら
「
明
日
御
吟
味
之
筈
、

彦
七
も
罷
出
候
様
ニ
」
と
命
じ
ら
れ
、
こ
の
日
は
帰
っ
た
。
夜
に
勘
兵
衛
が
来
て
話
し

て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
須
原
の
杣
頭
市
左
衛
門
が
来
た
。
そ
こ
で
、
勘
兵
衛
が
「
酒
肴
取

よ
せ
候
付
、
右
之
者
共
差
加
へ
楽
ム
也
」
と
あ
る（
№
59
）。

　

一
一
日
に
「
夕
部
申
合
置
候
通
、
山
方
五
人
同
道
、（
中
略
）御
役
所
へ
相
越
候
」
と
、

御
役
所
に
出
頭
し
、「
御
吟
味
」
を
受
け
た
。
夜
に
な
り
、
山
手
代
の
千
村
重
右
衛
門

か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
出
向
い
た
と
こ
ろ
「
在
所
辺
之
者
来
り
、
見
舞
ニ
呉
候
由
ニ
而
酒

出
し
、
何
れ
も
給
申
候
」
と
、
在
所
辺
の
者
か
ら
見
舞
に
貰
っ
た
酒
を
出
さ
れ
、
呑
ん

だ
と
い
う（
№
60
）。

一
二
日
に
は
、
山
方
四
人
と
同
道
で
熱
田
参
詣
に
出
向
い
た
。
地
蔵
・
万
松
寺
・
山

王
西
か
け
所
七
寺
を
参
詣
し
、
八
ツ
頃
永
安
寺
へ
帰
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

勘
兵
衛
も
又
々
来
り
、
両
千
村
も
相
越
、
酒
肴
取
寄
、
楽
ム
也
、
但
、
此
入
用
ハ

儀
左
衛
門
引
請
可
申
由
、
夫
ゟ
暮
前
勘
兵
衛
つ
れ
、
京
町
通
伊
勢
町
・
呉
服
町
之

間
、
美
濃
屋
次
郎
右
衛
門
へ
相
越
候
処
、
助
右
衛
門
居
合
、
酒
肴
出
シ
候
付
、
給

申
候
、
久
左
衛
門
も
跡
よ
り
来
り
、
一
座
い
た
し

と
、
彦
七
は
勘
兵
衛
と
両
千
村（
山
手
代
の
千
村
儀
左
衛
門
・
千
村
重
右
衛
門
）と
と
も
に
酒

肴
を
取
り
寄
せ
楽
し
み（
№
61
）、
暮
れ
に
な
っ
て
勘
兵
衛
と
一
緒
に
美
濃
屋
次
郎
右
衛

門
方
へ
出
掛
け
、
居
合
わ
せ
た
助
右
衛
門
が
提
供
し
た
酒
肴
で
呑
み（
№
62
）、
こ
の
後

助
右
衛
門
と
と
も
に
広
小
路
柳
薬
師
・
久
屋
永
安
寺
へ
参
詣
し
て
、
宿
所
へ
帰
っ
た
と

い
う
。

　

十
四
日
朝
、
木
曽
材
木
方
手
代
の
浅
野
貞
四
郎
方
へ
出
向
い
た
が
、
奉
行
寄
田
は
ど

こ
か
へ
見
分
に
出
て
い
て
、
昨
日
帰
っ
た
か
今
日
帰
る
の
か（
分
か
ら
な
い
）、
と
い
う

浅
野
の
話
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、「
両
千
村
ニ
被
誘
、
茶
屋
へ
出
、
酒
肴
ニ
而
三
人
五
拾

弐
文
、
楽
ミ
帰
ル
、
夜
ニ
入
勘
兵
衛
来
ル
」
と
、
両
千
村
に
誘
わ
れ
て
茶
屋
で
酒
肴
を

楽
し
ん
だ
と
い
う（
№
63
）。

　

一
五
日
は
、
浅
野
の
案
内
で
、
両
千
村
ら
と
一
緒
に
相
応
寺
・
建
中
寺
を
参
詣
し
た
。

浅
野
か
ら
「
隠
木
有
所
等
相
調
可
申
間
、
御
役
所
へ
出
候
様
ニ
」
と
言
わ
れ
、
昼
前
に

宿
所
に
帰
っ
た
。
そ
し
て
「
昼
飯
ニ
宿
よ
り
な
ら
茶
飯
出
し
、
山
方
中
へ
相
越
、
一
所

ニ
給
申
候
、
勿
論
酒
も
出
ス
、
夫
ゟ
御
役
所
へ
相
越
候
」
と
、
宿
所
で
昼
飯
に
奈
良
茶

飯
を
用
意
し
て
も
ら
い
、
山
方
中
へ
出
向
い
て
一
緒
に
食
べ
た
。
当
然
な
が
ら
酒
も
出

た
と
い
う（
№
65
）。
酒
を
伴
っ
た
昼
食
の
あ
と
、
御
役
所
へ
出
向
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
六
日
は
、
御
役
所
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
浅
野
の
指
示
を
受
け
る
な
ど
し
た
が
、

「
此
夜
、
勘
兵
衛
・
半
助
・
久
米
次
郎
来
り
、
手
銭
ニ
而
酒
肴
買
、
楽
ム
、
緩
々
は
な

し
、
皆
々
帰
ㇽ
」
と
、
夜
に
は
勘
兵
衛
た
ち
と
「
手
銭
」
で
酒
肴
を
買
っ
て
楽
し
ん
だ
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と
い
う（
№
66
）。
こ
の
日
、
浅
野
の
妻
が
男
子
を
出
産
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
七
日
は
、
浅
野
へ
書
類
を
提
出
し
、
修
正
の
指
示
な
ど
を
受
け
、「
酒
出
し
給
り

候
付
、
給
候
而
帰
り
」
と
、
浅
野
か
ら
酒
を
出
さ
れ
て
呑
ん
で
帰
っ
た
と
い
う（
№

67
）。
同
じ
日
、
山
方
五
人
が
浅
野
へ
祝
儀
に
行
く
と
い
う
の
で
、
彦
七
も
一
緒
に
行

く
こ
と
に
し
、
大
鯔
を
二
本
取
り
寄
せ
、「
夕
飯
給
候
而
、
五
人
共
同
道
、
飯
田
町
へ

行
、
但
、
宿
弥
三
郎
ニ
肴
為
持
行
也
、
暮
前
着
、
浅
野
酒
出
シ
被
申
候
」
と
、
夕
食
を

済
ま
せ
て
か
ら
、
山
方
五
人
と
一
緒
に
飯
田
町
の
浅
野
方
へ
祝
儀
に
出
向
い
た
の
で
あ

る
。
前
日
の
男
子
誕
生
に
対
す
る
祝
儀
で
あ
ろ
う
。
彦
七
は
宿
所
の
弥
三
郎
に
肴
を
持

た
せ
て
行
き
、
浅
野
か
ら
は
酒
が
出
さ
れ
た（
№
68
）。

　

一
八
日
は
、
三
浦
絵
図
の
提
出
の
た
め
御
役
所
へ
出
頭
す
る
な
ど
し
た
が
、
山
方
中

へ
行
き
「
酒
取
よ
せ
給
り
、
緩
々
大
酒
、
帰
ル
也
、（
中
略
）右
酒
盛
之
節
、
半
助
も
来

合
、
給
申
候
」
と
、
酒
を
取
り
寄
せ
緩
々
と
「
大
酒
」
を
呑
み
、
こ
の
「
酒
盛
」
に
は

半
助
も
加
わ
っ
た
と
い
う（
№
69
）。

　

一
九
日
は
種
々
買
い
物
な
ど
を
し
て
過
ご
し
、
二
〇
日
に
は
両
千
村
の
大
須
観
音
参

詣
に
同
道
し
、
広
小
路
神
明
・
若
宮
・
大
須
七
寺
を
参
詣
し
た
。
こ
の
二
日
間
に
は
、

酒
に
関
わ
る
記
事
は
な
い
。

　

二
一
日
に
は
御
役
所
へ
出
頭
し
、
奉
行
寄
田
に
も
面
会
し
、「
夫
ゟ
御
暇
被
下
、
そ

れ
〳
〵
へ
も
暇
乞
い
た
し
、
昼
過
宿
着
」
と
、
御
暇
が
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

夕
方
、
浅
野
貞
四
郎
へ
暇
乞
ニ
相
越
候
処
、
今
日
七
夜
之
由
ニ
而
酒
給
り
、
大
酒

給
候
而
、
暮
前
帰
ル
ナ
リ
、
此
夜
、
半
助
・
勘
兵
衛
来
、
酒
取
寄
せ
出
候
付
、
宿

お
ば
ゝ
共
楽
ム
也
、
宿
お
ば
ゝ
、
道
中
之
慰
ニ
い
た
し
候
様
、
花
油
干
弐
袋
持
参

給
り
、
受
納
申
也

と
、
浅
野
方
へ
暇
乞
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
今
日
は
「
七
夜
」
と
の
こ
と
で
酒
が
出
さ

れ
、「
大
酒
」
を
呑
ん
だ
と
い
う（
№
70
）。
夜
に
は
半
助
と
勘
兵
衛
が
や
っ
て
来
て
、

酒
を
取
り
寄
せ
、〝
お
ば
ゝ
〟
も
一
緒
に
楽
し
ん
だ
と
あ
る（
№
71
）。
何
度
も
一
緒
に

呑
ん
だ
〝
お
ば
ゝ
〟
か
ら
は
、
道
中
の
慰
み
に
と
花
油
干
二
袋
を
贈
ら
れ
た
。

　

二
二
日
に
、
五
ツ
半
頃
に
万
屋
を
出
立
し
、
そ
の
日
は
土
田
に
投
宿
し
た
。「
今
朝
、

門
出
祝
ひ
と
し
て
、
宿
お
ば
ゝ
酒
出
し
、
無
是
非
一
盃
給
候
処
、
殊
之
外
む
ね
い
た

ミ
、
迷
惑
〳
〵
」
と
、
出
立
の
際
に
〝
お
ば
ゝ
〟
か
ら
餞
別
の
酒
が
贈
ら
れ
た
ら
し
く
、

そ
れ
を
呑
ん
だ
と
こ
ろ
胸
の
痛
み
が
生
じ
た
と
い
う（
№
72
）。
彦
七
は
体
調
を
崩
し
た

よ
う
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
利
左
衛
門
、
志
水
ニ
而
酒
買
候
処
、
此
節
ハ
断
、
不
給
也
」

と
、
利
左
衛
門
が
調
達
し
た
酒
を
呑
む
の
を
断
っ
た
の
で
あ
っ
た（
№
73
）。

　

二
三
日
は
中
須
崎
に
宿
泊
し
、
二
四
日
の
夜
明
け
に
同
所
を
出
立
し
、
昼
過
ぎ
に
桑

原
へ
着
い
た
。
荷
物
持
ち
を
し
た
伊
兵
衛
と
同
行
し
た
仲
右
衛
門
に
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
で
あ
ろ
う
、「
茶
漬
為
喰
、
酒
取
寄
せ
為
呑
」
た（
№
74
）。
こ
の
日
、
留
守
見
舞
い

と
し
て
、
雪
中
見
廻
之
者
な
ど
か
ら
合
せ
て
六
樽
が
届
け
ら
れ
た（
№
75
）。

こ
う
し
て
、
名
古
屋
出
張
は
終
わ
っ
た
。
今
回
の
隠
木
に
関
わ
る
吟
味
で
は
、
大
勢

の
関
係
者
が
呼
び
出
さ
れ
た
。
彦
七
は
、
毎
日
御
役
所
へ
出
頭
す
る
必
要
が
あ
っ
た
訳

で
は
な
い
の
で
、
吟
味
の
な
い
日
は
寺
社
の
参
詣
な
ど
に
出
掛
け
、
ま
た
買
い
物
を
す

る
な
ど
し
て
い
る
。
勿
論
、
関
係
者
や
役
人
ら
と
の
連
絡
・
打
ち
合
せ
や
、
帳
簿
類
の

調
製
・
点
検
な
ど
に
努
め
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
酒
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
こ
の
出
張
期
間
中
ほ
ぼ
毎
日
飲
酒

の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
多
く
は
一
緒
に
名
古
屋
に
来
て
い
た
勘
兵
衛
や
半
助
・
利
左
衛

門
・
助
右
衛
門
・
助
左
衛
門
・
久
左
衛
門
ら
と
の
飲
食
で
あ
り
、
山
手
代
の
「
両
千
村
」

と
の
飲
食
も
み
ら
れ
る
。
両
千
村
と
は
一
緒
に
寺
社
参
詣
に
も
赴
い
て
い
る
。
ま
た
、

呑
む
の
は
殆
ど
夜
に
宿
所
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
昼
間
か
ら
呑
ん
で
い
る
場

合
も
み
ら
れ
た
。
吟
味
の
な
か
っ
た
三
月
三
日
に
は
、
所
々
で
飲
食
を
し
な
が
ら
寺
社

を
参
詣
し
て
い
る
。
六
日
に
は
万
屋
で
、
八
日
に
は
川
口
屋
で
昼
間
か
ら
呑
ん
で
お

（
16
）
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一
五

り
、
一
二
日
の
両
千
村
と
の
飲
食
も
昼
間
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
一
連
の
記
事
を
み
て
い
る
と
、「
酒
肴
取
よ
せ
…
楽
ム
」「
酒
肴
買
、
楽

ム
」「
酒
肴
ニ
而
…
楽
ミ
帰
ル
」
な
ど
と
、「
楽
ム
」
と
い
う
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
№

63
は
茶
屋
で
の
飲
食
で
あ
る
が
、
ほ
か
は
宿
所
で
〝
楽
し
ん
で
〟
呑
ん
で
い
る
。
宿
所

の
〝
お
ば
ゝ
〟
と
も
し
ば
し
ば
酒
を
楽
し
ん
で
お
り
、
名
古
屋
出
立
の
日
に
は
餞
別
を

貰
っ
て
い
る
。
万
屋
で
の
夜
の
飲
酒
は
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
の
〝
楽
し
む
〟
酒

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お　

わ　

り　

に

以
上
、
宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
を
素
材
と
し
て
、
内
木
彦
七
を
中
心
と
し
た
加
子

母
村
に
お
け
る
飲
酒
や
酒
の
贈
答
な
ど
の
様
相
を
み
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、「
内
木
家

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
親
密
な
付
き
合
い
に
酒
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
、
ま
た
、
近

所
の
人
々
を
初
め
「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
以
外
の
人
々
と
の
酒
の
遣
り
取
り
、
御

用
に
関
わ
っ
て
の
酒
の
遣
り
取
り
な
ど
を
含
め
、
非
常
に
多
く
の
飲
酒
の
機
会
の
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

酒
の
遣
り
取
り
は
、
饗
応
・
振
舞
や
馳
走
の
際
に
は
、
酒
だ
け
の
場
合
も
あ
る
が
、

多
く
は
吸
物
＋
酒（
＋
α
）が
提
供
さ
れ
、
土
産
と
し
て
持
参
す
る
の
は
一
樽
な
い
し
は

二
樽
、
と
い
っ
た
慣
習
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
た
。
勿
論
、『
日
記
』
に
は
酒
を

伴
わ
な
い（
酒
の
記
述
の
な
い
）饗
応
・
振
舞
や
馳
走
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
酒
を
伴
う

饗
応
・
振
舞
や
馳
走
も
ま
た
多
数
に
昇
る
の
で
あ
る
。
訪
問
し
た
際
、
訪
問
さ
れ
た
際

に
、
酒
の
提
供
が
普
通
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
八
世
紀
半
ば
の
濃
州
の
山
村
に
お
け
る

飲
酒
の
広
ま
り
が
見
て
取
れ
る
。

日
常
的
な
飲
酒
の
広
ま
り
に
伴
っ
て
、
飲
酒
に
起
因
す
る
逸
脱
行
為
も
発
生
す
る
よ

う
に
な
る
が
、
宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
に
限
れ
ば
、
そ
う
し
た
逸
脱
行
為
を
示
す
記

事
は
み
ら
れ
な
い
。
但
し
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）の
『
日
記
』

の
な
か
に
「
紋
蔵
儀
、
酒
狂
ニ
而
寺
喜
代
八
を
踏
候
由
」（
四
月
二
七
日
条
）と
か
、「
紋
蔵

儀
、
酒
狂
ニ
而
清
十
ニ
喰
付
キ
候
而
、
手
ニ
余
り
候
」（
五
月
二
〇
日
条
）と
、《
岩
屋
》
の

紋
蔵（
清
十
の
娘
婿
）を
め
ぐ
る
「
酒
狂
」
の
記
事
も
み
え
、
加
子
母
村
に
お
い
て
も
逸

脱
行
為
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
も
あ
れ
、
宝
暦
一
三
年
の
『
日
記
』
の
な
か
の
「
い
わ
や
ニ
而
清
十
手
酒
給
り
、

し
た
や
ニ
而
藤
吉
酒
取
よ
せ
給
り
、
能
キ
機
嫌
ニ
而
帰
ル
也
」（
一
〇
月
八
日
条
、
№
129
・

130
）と
い
っ
た
記
事
や
、「
昼
頃
、
仁
右
衛
門
・
お
す
へ
も
来
、
酒
取
寄
、
楽
ム
也
」（
二

月
二
一
日
条
、
№
42
）、「
色
々
預
馳
走
、
緩
々
は
な
し
居
申
候
而
帰
ル
也
」（
一
二
月
二
二

日
条
、
№
163
）と
い
っ
た
記
事
か
ら
は
、
彦
七
と
「
内
木
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
人
々

と
の
気
の
置
け
な
い
飲
酒
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。
勿
論
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い

が
、
酒
を
介
し
た
付
き
合
い
の
親
密
さ
を
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
、
い
わ
ば
親
し

い
間
柄
で
の
飲
酒
に
限
ら
ず
、
御
用
等
に
関
わ
っ
て
の
飲
酒
も
含
め
て
、
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
広
く
日
常
的
に
飲
酒
の
風
習
が
浸
透
し
て
い
た
と
い
え
る
。

（
17
）

註（
1
）　

以
上
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
編
集
・
発
行
『
内
木
家
文
書 

宝
暦
一
三
年
「
御
山
方
幷

諸
事
日
記
」』（
二
○
二
二
年
）の
解
題
、
お
よ
び
芳
賀
和
樹
著
『
御
山
守
の
仕
事
と
森
林
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
』（
林
政
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

尾
張
藩
の
林
政
と
森
林
文
化
〈
以
下
、『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』

と
い
う
〉
1
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
、
二
○
二
○
年
）、
太
田
尚
宏
著
『
山
村
の
人
・
家
・
つ

き
あ
い
─
江
戸
時
代
の
〝
か
し
も
生
活
〟
①
─
』（『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
2
、
二
○
二
○
年
）、
田

原
昇
・
芳
賀
和
樹
著『
尾
張
藩
林
政
の
な
か
の
御
山
守
』（『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』3
、
二
○
二
一
年
）

を
参
照
し
た
。

（
2
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
三
冊
は
、
大
正
一
四
年（
一
九
二
五
）に
内
木
家
か
ら
譲
渡
さ



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
一
六

に
つ
い
て
は
、《
鍛
冶
屋
》
の
佐
助
が
お
梅
の
婿
に
入
っ
た
と
の
説
明
も
あ
る
が（『
日
記
』
所

載
の
「「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」
主
要
関
係
人
物
一
覧
」）、
正
月
四
日
条
に
「
上
い
つ
ミ
佐
助

母
年
礼
ニ
来
ル
」
と
み
え
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
佐
助
は
《
上
泉
》
の
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、

お
梅
は
佐
助
を
婿
に
迎
え
た
の
で
は
な
く
、
佐
助
の
妻
と
し
て
嫁
い
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。

（
11
）　

善
六
・
お
い
わ
夫
婦
の
別
家
に
つ
い
て
は
、
髙
木
ま
ど
か
「
近
世
山
村
に
お
け
る
離
縁
─

美
濃
国
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」
か
ら
─
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所 

研
究
紀
要
』
五
五
〈『
金
鯱
叢
書
』
四
八
〉、
二
○
二
一
年
）に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
善
六
は

後
に
《
中
洞
》
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
付
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）　

註
1
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
1
・
3
参
照
。

（
13
）　

但
し
、
お
す
ゑ
は
酒
を
呑
む
た
め
だ
け
に
彦
七
方
を
訪
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
№
14
に

「
羽
織
拵
給
り
候
」、
№
16
に
「
羽
織
拵
立
給
候
」、
№
44
に
「
機
織
ニ
来
給
候
」
と
あ
る
よ
う

に
、
実
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。『
日
記
』
を
み
る
と
、
他
に
も
仕
立
物
拵
・

綿
入
拵
・
帷
子
縫
・
継
事
・
洗
濯
な
ど
を
頼
ま
れ
、
さ
ら
に
麦
引
や
稲
こ
き
な
ど
も
手
伝
っ
て

い
る
。
な
お
、
そ
の
後
の
お
す
ゑ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
註
1
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
2
に
詳
し

い
紹
介
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　

酒
の
購
入
量
に
つ
い
て
は
、
明
和
四
年
の
場
合
、
酒
代
が
両
酒
屋
合
計
七
貫
〇
七
七
文
で

（
明
和
四
年
『
日
記
』
極
月
廿
二
日
条
）、
こ
れ
を
宝
暦
一
三
年
の
場
合
と
同
じ
値
段
を
基
に
計

算
す
る
と
、
一
升
瓶
に
し
て
一
二
八
本
程
に
な
る
。
彦
七
は
「
各
別
之
酒
代
ニ
而
大
こ
ま
り
〳
〵
」

と
嘆
い
て
い
る（
同
上
）。
ま
た
、
明
和
八
年
は
酒
代
が
合
計
五
貫
六
三
三
文
で
あ
り
、
同
様
に

計
算
す
る
と
一
升
瓶
に
し
て
一
○
○
本
以
上
に
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る（
仲
泉
剛
・
林
幸
太
郎

著
『
人
・
物
・
お
金
に
み
る
山
村
の
暮
ら
し
─
江
戸
時
代
の
〝
か
し
も
生
活
〟
④
─
』（『
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
』
9
、
二
○
二
四
年
）。

（
15
）　

山
内
で
の
業
務
は
木
口
印
立
会
と
御
山
見
廻
り
に
大
別
さ
れ
る
が
、
木
口
印
立
会
に
関
し

て
は
、
太
田
尚
宏
「
宝
暦
期
に
お
け
る
尾
張
藩
の
御
材
木
仕
出
と
「
三
浦
・
三
ヶ
村
御
山
守
」

─
濃
州
三
ヶ
村
の
森
林
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
の
関
連
か
ら
─
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所 

研
究
紀
要
』

五
二
〈『
金
鯱
叢
書
』
四
五
〉、
二
○
一
八
年
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

名
古
屋
で
の
買
い
物（
刀
や
脇
指
の
調
達
・
修
理
、
家
族
へ
の
土
産
の
購
入
等
）に
つ
い
て

は
、
註
14
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
9
に
言
及
が
あ
る
。

れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る（
註
1
『
内
木
家
文
書 

宝
暦
一
三
年
「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」』

の
解
題
に
よ
る
）。

（
3
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
編
集
・
発
行
『
内
木
家
文
書 

宝
暦
一
三
年
「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」』

（
二
○
二
二
年
）、
同
『
内
木
家
文
書 

明
和
二
年
「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」』（
二
○
二
三
年
）、

同
『
内
木
家
文
書 
明
和
四
年
「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」』（
二
○
二
五
年
）、
同
『
内
木
家
文
書 

明
和
五
年
「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」』（
二
○
二
一
年
）、
同
『
内
木
家
文
書 

明
和
九
年
「
御
山

方
幷
諸
事
日
記
」』（
二
○
二
四
年
）の
五
冊
で
あ
る
。

（
4
）　

宝
暦
一
三
年
『
日
記
』
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
原
本
と
照

合
し
、
刊
本
の
翻
刻
を
変
更
し
た
部
分
が
若
干
あ
る
。

（
5
）　

酒
に
関
し
て
は
、「
酒
迎
」
の
記
事
が
四
件（
正
月
二
八
日
・
同
月
晦
日
・
一
一
月
六
日
・

同
月
二
五
日
）み
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

（
6
）　

図
3
は
、
註
1
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
2
及
び
各
『
日
記
』
に
付
録
と
し
て
所
載
さ
れ
て
い

る
「
彦
七
「
一
家
中
」
推
定
系
図
」
を
も
と
に
、
宝
暦
一
三
年
時
点
に
限
定
し
て
筆
者
が
加
工

し
た
も
の
で
あ
り
、
推
定
を
含
む
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
引
用
史
料
中
の
人

物
の
肩
書
や
所
属
等
に
つ
い
て
は
、
各
『
日
記
』
所
載
の
「
彦
七
「
一
家
中
」
推
定
系
図
」
及

び
「「
御
山
方
幷
諸
事
日
記
」
主
要
関
係
人
物
一
覧
」
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
7
）　

正
月
二
四
日
条
に
「
夕
方
と
ミ
田
へ
相
越
、
母
人
江
鰹
節
壱
ツ
持
参
、
差
上
申
候
、
暫
は

な
し
居
申
候
而
帰
ル
」、
同
月
二
六
日
条
に
「
昼
過
、
母
人
御
越
、
緩
々
御
遊
ひ
、
暮
合
彦
七

御
供
申
、
と
ミ
田
へ
御
帰
也
」
と
あ
る
な
ど
、
母
人
が
《
冨
田
》
に
身
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

（
8
）　

お
す
ゑ
の
娘
お
つ
や
は
、
一
二
月
一
九
日
条
に
「
明
日
、
し
た
や
お
か
の
・
お
つ
や
、
飛

騨
へ
奉
公
ニ
相
越
ス
由
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
二
月
二
〇
日
に
飛
驒
へ
奉
公
に
出
る
こ
と
に
な

り
、
以
後
お
す
ゑ
は
一
人
暮
ら
し
と
な
る
。

（
9
）　

内
木
家
「
一
家
中
」
や
密
接
な
付
き
合
い
の
あ
る
家
に
つ
い
て
は
、
註
1
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
』
2
を
参
照
し
た
。「
一
家
中
」
に
つ
い
て
は
、
の
ち
武
助
が
分
家
し
て
《
桑
野
屋
》）を
屋

号
と
す
る
。《
中
洞
》
も
「
一
家
中
」
と
い
わ
れ
る
が
、《
中
洞
》
に
つ
い
て
は
付
論
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
10
）　

二
月
二
八
日
条
に
「
お
梅
も
、
清
十
・
お
そ
よ
付
添
、
上
い
つ
ミ
へ
相
越
候
由
」
と
、

《
下
屋
》
仁
右
衛
門
の
娘
お
梅（
お
む
め
）が
《
上
泉
》
へ
嫁
い
だ
と
の
記
事
が
あ
る
。《
上
泉
》



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
一
七

（
17
）　

拙
稿
「
江
戸
時
代
の
飲
酒
事
情
─
「
酒
狂
詫
証
文
」
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
日
本
歴
史
』

八
六
七
、
二
○
二
○
年
）、
同
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
村
社
会
と
酒
─
上
州
那
波
郡
福
島

村
「
三
右
衛
門
日
記
」
を
素
材
と
し
て
─
」（『
日
本
歴
史
』
九
二
○
、
二
○
二
五
年
）、
同
「
酒

と
「
酒
狂
」
の
江
戸
時
代
─
上
州
の
事
例
を
中
心
に
─
」（『
群
馬
文
化
』
三
五
六
、
二
○
二
五

年
）参
照
。

付
論　
《
中
洞
》
を
め
ぐ
っ
て

　
《
中
洞
》
は
次
郎
兵
衛
家
が
屋
号
と
し
て
い
た
が
、
善
六
夫
婦
が
次
郎
兵
衛
家
か
ら
別
家
し

た
際
に
、
同
夫
婦
が
《
中
洞
》
を
引
き
継
ぎ
、
次
郎
兵
衛
家
は
《
冨
田
》
を
屋
号
と
し
た
と
さ

れ
て
い
る
が（
註
1
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
2
他
）、
こ
の
点
を
再
検
証
し
て
お
き
た
い
。

　

宝
暦
一
三
年
正
月
一
一
日
条
に
「
此
夜
、
中
洞
江
餞
別
ニ
小
紙
五
帖
為
持
、
か
ゝ
遣
候
」、

同
一
三
日
条
に
「
善
右
衛
門
夫
婦（
中
略
）中
洞
江
相
越
候
由
」
と
あ
り
、《
中
洞
》
と
の
付
き

合
い
が
確
認
で
き
る
が
、
同
一
九
日
条
に
は
「
昼
過
、
中
洞
利
右
衛
門
母
来
ル
」
と
あ
っ
て
、

《
中
洞
》
は
利
右
衛
門
が
当
主
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
正
月
一
三
日
条
に
は
「
勘
兵

衛
も
来
り
居
申
候
而
、
と
ミ
た
へ
泊
り
ニ
行
也
」、
同
一
八
日
条
に
「
下
や
・
と
ミ
田
承
合
候

処
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、《
冨
田
》
の
家
も
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
善
六
夫
婦
の
別
家
の

一
〇
月
以
前
に
、
彦
七
の
母
人
の
隠
居
所
が
《
冨
田
》
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る（
本
文
註
7

参
照
）。
利
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
七
日
条
に
「
此
日
、
中
洞
ゟ
利
右
衛
門
内
来
ル
」

と
あ
る
ほ
か
、
三
月
二
七
日
条
・
八
月
五
日
条
に
も
「
中
洞
利
右
衛
門（
内
）」
と
み
え
て
い
る
。

　

善
六
夫
婦
が
次
郎
兵
衛
夫
婦
と
別
居
し
、
家
居
を
建
て
る
た
め
に
彦
七
の
所
持
す
る
長
嶋
の

土
地
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
九
月
一
一
日
条
に
は
「
当
年
之
内
ハ
と
ミ
た
ゟ
長
し
ま
へ
差
支

無
之
」
と
あ
り
、
ま
た
善
六
夫
婦
が
引
っ
越
し
た
一
〇
月
一
二
日
条
に
は
「
と
ミ
だ
ニ
而
い
わ

ひ
候
上
、
家
移
り
へ
皆
々
相
越
」
と
あ
っ
て
、
善
六
夫
婦
は
《
冨
田
》
か
ら
別
家
し
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、
翌
一
三
日
条
に
は
「
中
洞
利
右
衛
門
内
・
川
辺
お
た
つ
も
、
善

六
家
見
ニ
来
候
」
と
も
あ
り
、《
冨
田
》
と
《
中
洞
》
は
並
存
し
て
い
る
。
一
二
月
二
五
日
条
・

同
大
晦
日
条
に
も
「
中
洞
利
右
衛
門
」
が
登
場
し
て
い
る
。

　

明
和
二
年
の
『
日
記
』
に
も
、
正
月
一
一
日
・
同
一
二
日
・
四
月
一
八
日
・
一
二
月
二
日
条

に
「
中
洞
利
右
衛
門（
内
）」
と
あ
り
、
同
年
一
二
月
一
一
日
条
に
も
「
此
朝
、
中
洞
利
右
衛

門
・
中
田
清
次
郎
見
舞
ニ
来
ル
」
と
み
え
、
こ
の
時
点
で
も
《
中
洞
》
は
利
右
衛
門
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
和
四
年
『
日
記
』
の
七
月
一
四
日
条
に
「
中
洞
善
六
等
も
来
ル
」
と
あ
っ
て
、

《
中
洞
》
が
善
六
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
善
六
が
利
右
衛
門
か
ら
《
中
洞
》
を
引
き
継
い

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
明
和
四
年
『
日
記
』
を
七
月
か
ら
遡
っ
て
み
る
と
、
同
年
二
月
一
〇
日
条
に
「
昼

過
頃
善
六
来
ル
、
利
右
衛
門
も
大
借
ニ
相
成
候
付
、
田
地
売
申
積
ニ
而（
中
略
）色
々
相
談
之
上
、

善
六
引
受
替
地
ニ
も
致
間
敷
哉
と
何
れ
も
申
聞
候
、
如
何
可
致
哉
と
申
聞
候
」
と
み
え
、
利
右

衛
門
が
「
大
借
」
の
処
理
の
た
め
田
地
を
売
却
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
善
六
に
引
き
受

け
な
い
か
と
の
打
診
が
あ
っ
た
た
め
、
彦
七
に
相
談
に
来
た
の
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
善
六
の
妻

お
い
わ
が
や
っ
て
き
て
「
昨
夜
善
六
申
聞
候
通
、
長
嶋
地
く
ろ
は
し
売
候
而
、
中
洞
地
求
メ
度

旨
申
聞
候
付
」
と
、
長
嶋
の
地
を
売
却
し
、
中
洞
の
地
を
購
入
し
た
い
と
の
希
望
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
利
右
衛
門
の
家
・
田
地
の
売
却
額
算
定
な
ど
を
経
て
、
三
月
一
三
日
に
「
善
六
、
今

日
ハ
諸
道
具
中
洞
へ
持
運
ひ
行
」、
翌
一
四
日
に
「
善
六
も
、
今
日
家
移
り
い
た
し
候
」
と
、

善
六
の
《
中
洞
》
へ
の
「
移
徙
」
が
行
な
わ
れ
た
。
な
お
、
同
月
一
五
日
条
に
「
善
六
来
り
、

今
日
利
右
衛
門
家
居
取
立
申
筈
ニ
候
間
」
と
あ
り
、
利
右
衛
門
の
住
居
は
別
に
取
り
立
て
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
善
六
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
中
洞
善
六
」
と
、《
中
洞
》
を
屋
号
と
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
明
和
六
年
「
御
山
方
御
用
幷
諸
事
日
記
」（
内
木
家
所
蔵
）に
も
、「
中
洞

お
い
わ
、
餅
持
来
ル
」（
三
月
三
日
条
）、「
中
洞
善
六
母
も
一
昨
日
相
果
候
由
」（
一
二
月
一
七
日

条
）と
み
え
る
。

　

縷
々
述
べ
て
き
た
が
、
要
す
る
に
次
郎
兵
衛
家
は
初
め
か
ら
《
冨
田
》
を
屋
号
と
し
、
善
六

は
《
冨
田
》
に
婿
入
り
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、《
中
洞
》
は
利
右
衛
門
を
当
主
と
し
て
《
冨

田
》
と
並
存
し
て
い
た
。
そ
し
て
、《
富
田
》
か
ら
別
家
し
た
善
六
は
、
明
和
四
年
に
、
借
金

を
負
っ
た
利
右
衛
門
の
田
地
を
買
い
受
け
、《
中
洞
》
の
屋
号
を
継
承
し
た
の
で
あ
っ
た
。

【
付
記
】
二
〇
二
五
年
一
〇
月
、
筆
者
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
に
よ
る
内
木
家
文
書
調
査
に
同
行

し
た
。
そ
の
際
、
内
木
哲
朗
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
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№

い
つ

ど
こ
で

だ
れ
が
／
だ
れ
に

な
に
を

備　

考

典
拠

1
宝
暦
13
・
1
・
3

（
彦
七
宅
）

勘
兵
衛

一
樽
年
玉
に
持
参

19
頁

2
宝
暦
13
・
1
・
3

お
す
ゑ
方

彦
七
夫
婦
・
勘
兵
衛

吸
物
・
酒
ニ
而
預
馳
走

し
た
や（
下
屋
）へ
年
礼
の
つ
い
で

19
頁

3
宝
暦
13
・
1
・
3

（
彦
七
宅
）

（
加
子
母
村
庄
屋
）政
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

年
礼
、
信
濃
柿
一
把
持
参

19
頁

4
宝
暦
13
・
1
・
3

（
彦
七
宅
）

お
す
へ

此
朝
、
酒
為
呑
遣
ㇲ

又
々
来

19
頁

5
宝
暦
13
・
1
・
4

（
彦
七
宅
）

お
す
へ

酒
為
呑
遣
ㇲ

19
頁

6
宝
暦
13
・
1
・
5

（
彦
七
宅
）

法
禅
寺

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

年
玉
に
串
柿
一
把
く
だ
さ
る

19
頁

7
宝
暦
13
・
1
・
7

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

お
す
へ
た
の
ミ
酒
取
寄
せ
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

年
礼

19
頁

8
宝
暦
13
・
1
・
8

（
彦
七
宅
）

お
こ
せ（
付
知
村
大
越
）吉
助

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

年
玉
に
鏡
餅
・
串
柿
持
参

20
頁

9
宝
暦
13
・
1
・
8

（
彦
七
宅
）

藤
の
木
清
左
衛
門

酒
取
よ
せ
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

年
礼

20
頁

10
宝
暦
13
・
1
・
8

（
彦
七
宅
）

佐
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

年
礼

20
頁

11
宝
暦
13
・
1
・
9

（
付
知
村
庄
屋
方
）

百
助（
彦
七
子
）

付
知
庄
屋
へ
悔
に
一
樽
持
た
せ
、
百
助
遣
す

20
頁

12
宝
暦
13
・
1
・
10

（
彦
七
宅
）

勘
兵
衛
・
お
た
つ（
兄
妹
）

　

土
産
に
小
樽
一
つ
持
参

20
頁

13
宝
暦
13
・
1
・
11

（
彦
七
宅
）

酒
屋
政
助

帳
い
わ
い
に
御
酒
一
ッ
進
上
す
る
と
の
案
内

20
頁

14
宝
暦
13
・
1
・
11

（
彦
七
宅
）

お
す
ゑ

酒
取
よ
せ
、
饗
応

羽
織
拵
に
来
る

20
頁

15
宝
暦
13
・
1
・
11

中
洞
方

か
（ゝ
彦
七
妻
）

吸
物
・
酒
ニ
而
預
馳
走

餞
別
小
紙
五
帖
持
た
せ
、
か
ゝ
遣
す

21
頁

16
宝
暦
13
・
1
・
12

（
彦
七
宅
）

お
す
ゑ

酒
取
よ
せ
、
振
舞

羽
織
拵
立
に
来
る

21
頁

17
宝
暦
13
・
1
・
12

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
・
藤
吉（
父
子
）

酒
取
よ
せ
、
仁
右
衛
門
ニ
振
廻

月
代
を
剃
ら
せ
る

21
頁

18
宝
暦
13
・
1
・
13

（
彦
七
宅
）

お
蝶
・
次
郎
兵
衛
・
善
六

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

一
樽
持
来
り（
善
六
・
お
い
わ
祝
言
の
こ
と
で
挨
拶
ヵ
）

21
頁

19
宝
暦
13
・
1
・
15

（
彦
七
宅
）

利
右
衛
門

吸
物
・
酒
・
茶
漬
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

土
産
に
一
樽
持
参
、
徳
十
郎（
善
六
）の
こ
と
で
挨
拶

21
頁

20
宝
暦
13
・
1
・
15

（
彦
七
宅
）

す
も
た
半
助

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

一
万
度
御
祓
守
護
い
た
し
来
る

21
頁

21
宝
暦
13
・
1
・
17

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

升
屋
利
左
衛
門
の
秋
葉
・
伊
勢
参
宮
の
件

22
頁

22
宝
暦
13
・
1
・
17

（
彦
七
宅
）

西
林
作
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

年
礼

22
頁

23
宝
暦
13
・
1
・
17

（
彦
七
宅
）

清
十

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

藤
吉
代
参
の
路
銀
借
用
の
件

22
頁

24
宝
暦
13
・
1
・
19

（
彦
七
宅
）

利
左
衛
門
／
仁
右
衛
門
・
半
助

酒
取
寄
せ
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
／
一
所
ニ
酒
振
舞

明
日
秋
葉
・
伊
勢
へ
出
立
／
三
人
、
緩
々
話
し
て
帰
る

22
頁

25
宝
暦
13
・
1
・
19

（
彦
七
宅
）

中
洞
利
右
衛
門
母

酒
取
寄
せ
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

鏡
餅
持
参

23
頁

26
宝
暦
13
・
1
・
19

（
彦
七
宅
）

藤
吉

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

明
日
、（
代
参
に
）出
立
に
つ
き

23
頁

27
宝
暦
13
・
1
・
20

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
・
清
十
・
お
つ
ね
・
お
す
へ

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

お
た
つ
歯
黒
付
祝
儀
に
つ
き

23
頁

28
宝
暦
13
・
1
・
26

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
／
春
木
仕
舞
帰
り
の
三
人

酒
取
よ
せ
、
仁
右
衛
門
、
又
ハ
三
人
ニ
為
呑

24
頁

29
宝
暦
13
・
2
・
1

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

さ
け
取
よ
せ
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

村
役
人
等
呼
出
し
触
状
到
来
に
つ
き
村
中
寄
合
の
件

26
頁

30
宝
暦
13
・
2
・
4

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
并
家
内

吸
物
・
酒
ニ
而
仁
右
衛
門
并
家
内
頂
戴

一
万
度
御
祓
へ
神
酒
取
よ
せ
備
え

26
頁

31
宝
暦
13
・
2
・
6

（
彦
七
宅
）

お
つ
き
・
お
す
ゑ

酒
取
よ
せ
、
振
廻

27
頁

32
宝
暦
13
・
2
・
7

下
屋
方
ヵ

彦
七

藤
吉
下
向
に
つ
き
酒
一
樽
取
寄
せ
、
酒
米
等
持
行

27
頁

33
宝
暦
13
・
2
・
8

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
・
藤
吉
、
ほ
か
一
三
人

吸
物
・
酒
・
温
飩
ニ
而
饗
応
／
酒
取
よ
せ
何
れ
も
ニ
振
廻
百
助
を
武
助
と
改
名
に
つ
き

27
頁

34
宝
暦
13
・
2
・
8

（
彦
七
宅
）

万
ヶ
松
嶋
か
ゝ
・
い
わ
や
お
継

温
飩
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

27
頁

35
宝
暦
13
・
2
・
9

（
彦
七
宅
）

い
わ
や

い
わ
や
よ
り
手
酒
、
彦
七
不
快
見
舞
ヵ

28
頁

36
宝
暦
13
・
2
・
12

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
よ
せ
、
振
廻

寺
参
り
の
帰
り
に
寄
る
、
緩
々
話
し
て
帰
る

28
頁

表
1　

宝
暦
13
年
『
御
山
方
御
用
并
諸
事
日
記
』
に
み
る
飲
酒
等
の
関
係
記
事



濃
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一
一
九

37
宝
暦
13
・
2
・
15

（
彦
七
宅
）

田
丸
や
平
七

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

昨
日
約
束
し
た
酒
少
々
出
来
に
つ
き
一
つ
ぼ
持
参

29
頁

38
宝
暦
13
・
2
・
17

（
升
屋
）

彦
七

升
屋
へ
留
守
見
舞
の
酒
一
樽
、
勘
兵
衛
に
依
頼
し
遣
す

30
頁

39
宝
暦
13
・
2
・
18

（
彦
七
宅
）

付
知
庄
屋
忠
三
郎

酒
取
寄
、
吸
物
・
酒
・
茶
漬
ニ
而
饗
応

土
産
に
小
紙
一
束
持
参
、
仁
右
衛
門
・
勘
兵
衛
相
伴

30
頁

40
宝
暦
13
・
2
・
18

（
彦
七
宅
）

善
右
衛
門
・
仁
右
衛
門
・
勘
兵
衛
・
善
九
郎

善
八
が
酒
取
寄
、
善
右
衛
門
ら
四
人
共
給

善
八
が
善
右
衛
門
林
に
入
込
、
鉈
を
押
収
さ
れ
た
件

30
頁

41
宝
暦
13
・
2
・
19

（
彦
七
宅
）

清
十
・
次
郎
兵
衛

酒
取
よ
せ
、
饗
応
遣
ㇲ

清
十
・
次
郎
兵
衛
、
善
右
衛
門
夫
婦
出
入
を
取
持
つ

30
頁

42
宝
暦
13
・
2
・
21

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
・
お
す
へ

酒
取
寄
、
楽
ㇺ

31
頁

43
宝
暦
13
・
2
・
21

（
彦
七
宅
）

清
十
・
お
す
へ

酒
取
寄
、
い
わ
ひ
申
候

馬
誕
生
に
つ
き

31
頁

44
宝
暦
13
・
2
・
22

（
彦
七
宅
）

藤
吉
・
お
す
ゑ

酒
取
よ
せ
、
振
舞

藤
吉
夫
婦
稗
二
升
持
参
、
お
す
ゑ
朝
よ
り
機
織
に
来
る

31
頁

45
宝
暦
13
・
2
・
23

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
よ
せ
祝
、
仁
右
衛
門
へ
振
廻

端
米
を
扶
持
方
米
の
う
ち
へ
頂
戴
に
つ
き

31
頁

46
宝
暦
13
・
2
・
24

（
彦
七
宅
）

（
小
郷
）平
次
郎

吸
物
・
酒
ニ
而
相
極

二
樽
持
参
、
お
た
つ
を
川
辺
貞
右
衛
門
へ
養
女
の
件

32
頁

47
宝
暦
13
・
2
・
24

（
彦
七
宅
）

（
杣
頭
）助
左
衛
門
ゟ
又
三
郎
夫
ニ
差
越

（
使
者
又
三
郎
に
）酒
為
呑

御
山
方
吟
味
の
件
、
首
尾
よ
く
解
決
の
旨
報
告

32
頁

48
宝
暦
13
・
2
・
26

（
彦
七
宅
）

清
十

酒
取
寄
、
饗
応

お
さ
よ（
清
十
娘
）の
小
坂
へ
入
湯
の
件

33
頁

49
宝
暦
13
・
2
・
26

（
彦
七
宅
）

紋
次
郎

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

一
樽
持
参

33
頁

50
宝
暦
13
・
2
・
27

（
彦
七
宅
）

野
喜
助

茶
漬
為
喰
遣
ㇲ

一
樽
持
来
ㇽ
、
明
日
名
古
屋
へ
御
越
と
承
り

33
頁

51
宝
暦
13
・
3
・
3

（
名
古
屋
市
中
）

彦
七
、
利
左
衛
門
・
勘
兵
衛
・
久
左
衛
門

所
々
ニ
而
温
飩
給
、
所
々
酒
代
ハ
利
左
衛
門
出
ㇲ

熱
田
等
、
緩
々
参
詣
・
見
物

36
頁

52
宝
暦
13
・
3
・
3

万
屋（
名
古
屋
止
宿
先
）

彦
七

（
酒
を
）給
申
候
而
休
ㇺ

宿
お
ば
ゝ
、
酒
持
参
給
り

36
頁

53
宝
暦
13
・
3
・
4

万
屋

彦
七

（
酒
を
）給
申
候

宿
お
ば
ゝ
、
酒
持
参
給
り

37
頁

54
宝
暦
13
・
3
・
5

万
屋

彦
七
、
助
右
衛
門
、
半
助
・
利
左
衛
門
・
勘

兵
衛
、
宿
お
ば
ゝ

助
右
衛
門
、
肴
二
種
調
来
り
、
六
人
ニ
而
楽
ㇺ

昨
夜
組
頭
か
ら
預
か
っ
た
酒
一
つ
ぼ
を
呑
む

37
頁

55
宝
暦
13
・
3
・
6

万
屋

彦
七
、
助
左
衛
門
・
半
助
、
宿
お
ば
ゝ
、
助

右
衛
門

酒
取
よ
せ
、
一
座
給
申
候

38
頁

56
宝
暦
13
・
3
・
8

川
口
屋

彦
七
、
助
左
衛
門
・
半
助
ほ
か

酒
取
よ
せ
候

付
知
文
蔵
・
加
子
母
伊
兵
衛
来
、
勘
兵
衛
ら
も
来
り

39
頁

57
宝
暦
13
・
3
・
8

万
屋

彦
七

大
酒
給
候
而
休
ㇺ

宿
お
は
ゝ
、
酒
持
参
給
り

39
頁

58
宝
暦
13
・
3
・
9

万
屋

彦
七
、
勘
兵
衛
・
久
左
衛
門
、
儀
左
衛
門
・

宿
お
は
ゝ

酒
肴
取
よ
せ
、
楽
ㇺ

何
れ
も
緩
々
遊
び
帰
る

39
頁

59
宝
暦
13
・
3
・
10

（
万
屋
）

彦
七
、
勘
兵
衛
、
須
原
市
左
衛
門

勘
兵
衛
を
以
酒
肴
取
よ
せ
…
楽
ㇺ

40
頁

60
宝
暦
13
・
3
・
11

千
村
重
右
衛
門
方

彦
七

（
在
所
辺
の
者
よ
り
見
舞
の
）酒
出
し
、
何
れ
も
給
申
候

41
頁

61
宝
暦
13
・
3
・
12

（
万
屋
）

彦
七
、
勘
兵
衛
、
両
千
村

酒
肴
取
寄
、
楽
ㇺ

入
用
は
千
村
儀
左
衛
門
引
請

41
頁

62
宝
暦
13
・
3
・
12

（
京
町
）美
濃
屋
次
郎
右
衛
門

彦
七
・
勘
兵
衛
、
助
右
衛
門
、
久
左
衛
門

助
右
衛
門
居
合
、
酒
肴
出
シ
候
付
、
給
申
候

41
頁

63
宝
暦
13
・
3
・
14

茶
屋

彦
七
、
両
千
村

酒
肴
ニ
而
三
人
五
拾
弐
文
、
楽
ミ
帰
ㇽ

両
千
村
に
誘
わ
れ

42
頁

64
宝
暦
13
・
3
・
14

万
屋

彦
七

（
酒
を
）給
申
候

宿
お
ば
ゝ
、
酒
持
参
給
り

42
頁

65
宝
暦
13
・
3
・
15

山
方
中
へ
越
す

彦
七
、
山
方
中

（
な
ら
茶
飯
を
）一
所
に
給
、
勿
論
酒
も
出
ㇲ

そ
れ
よ
り
御
役
所
へ
越
す

42
頁

66
宝
暦
13
・
3
・
16

（
万
屋
）

彦
七
、
勘
兵
衛
・
半
助
・
久
米
次
郎

手
銭
ニ
而
酒
肴
買
、
楽
ㇺ

緩
々
話
し
、
皆
々
帰
る

43
頁

67
宝
暦
13
・
3
・
17

浅
野
貞
四
郎
方

彦
七

酒
出
し
給
り
候
付
、
給
候
而
帰
り

了
簡
書
持
参

43
頁

68
宝
暦
13
・
3
・
17

飯
田
町（
浅
野
方
）

彦
七
、
山
方
五
人

浅
野（
貞
四
郎
）、
酒
出
シ
被
申
候

浅
野
男
子
誕
生
祝
、
夕
飯
後
宿
弥
三
郎
に
肴
持
た
せ

43
頁

69
宝
暦
13
・
3
・
18

山
方
中
へ
越
す

彦
七
、
半
助

酒
取
よ
せ
給
り
、
緩
々
大
酒

酒
盛
の
節
、
半
助
も
来
合
給

44
頁

70
宝
暦
13
・
3
・
21

浅
野
貞
四
郎
方

彦
七

七
夜
之
由
ニ
而
酒
給
り
、
大
酒
給

暇
乞
に
越
す

46
頁

71
宝
暦
13
・
3
・
21

万
屋

彦
七
、
半
助
・
勘
兵
衛
、
宿
お
ば
ゝ

酒
取
寄
せ
、
楽
ㇺ

宿
お
ば
ゝ
、
道
中
の
慰
み
に
と
花
油
干
二
袋
持
参

46
頁



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
二
〇

72
宝
暦
13
・
3
・
22

万
屋

彦
七

門
出
祝
ひ
と
し
て
、
宿
お
ば
ゝ
酒
出
し

土
田
に
て
一
盃
給
候
処
、
殊
之
外
む
ね
い
た
ミ

46
頁

73
宝
暦
13
・
3
・
22

志
水
ニ
而

彦
七

利
左
衛
門
、
酒
買
う

此
節
ハ
断
、
不
給

74
宝
暦
13
・
3
・
24

桑
原
着（
彦
七
宅
）

（
付
知
）伊
兵
衛
・（
小
郷
）仲
右
衛
門

茶
漬
為
喰
、
酒
取
寄
せ
為
呑

46
頁

75
宝
暦
13
・
3
・
24

（
彦
七
宅
）

雪
中
見
廻
之
者
共
三
人
・
村
方
四
人
ほ
か

留
守
見
舞
と
し
て
、
合
せ
て
六
樽
持
参

47
頁

76
宝
暦
13
・
3
・
25

（
彦
七
宅
）

川
辺
貞
右
衛
門

酒
振
舞
遣
ㇲ

一
樽
持
参

47
頁

77
宝
暦
13
・
3
・
27

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
、
久
米
次
郎
／
次
郎
兵
衛
・
清
十
・

藤
吉
も
来
ㇽ

（
仁
右
衛
門
取
寄
せ
の
一
樽
を
）ひ
ら
き
祝
ひ
申
候
／
酒
振
廻
仁
右
衛
門
、
善
右
衛
門
門
出
祝
に
一
樽
取
寄
せ
る

47
頁

78
宝
暦
13
・
3
・
28

（
彦
七
宅
）

清
十
郎
・
お
す
ゑ
ら
一
六
人

ほ
う
と
う
拵
、
酒
振
舞

今
晩
、
厩
祝
い

48
頁

79
宝
暦
13
・
3
・
29

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

付
知
新
平
坪
焼
の
件

48
頁

80
宝
暦
13
・
3
・
29

（
彦
七
宅
）

お
す
へ

酒
振
舞

48
頁

81
宝
暦
13
・
3
・
晦

（
彦
七
宅
）

下
林
吉
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

幸
次
郎
、
酒
取
よ
せ
く
れ
、
藤
吉
も
来
ㇽ

48
頁

82
宝
暦
13
・
4
・
3

（
彦
七
宅
）

彦
七

酒
取
寄
、
祝
ふ

御
扶
持
方
請
取
に
つ
き

49
頁

83
宝
暦
13
・
4
・
4

お
わ
ち
貞
右
衛
門
出
見
せ

彦
七（
三
浦
山
登
山
前
）

貞
右
衛
門
、
酒
出
ㇲ

禁
酒
故
断
候
而
不
給

49
頁

84
宝
暦
13
・
4
・
16

小
郷
和
助
方

彦
七（
三
浦
山
下
山
後
）

（
和
助
が
）吸
物
・
酒
出
ㇲ

緩
々
休
ミ
居

52
頁

85
宝
暦
13
・
4
・
17

（
彦
七
宅
）

中
切
市
郎
次

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

土
産
に
一
樽
持
来
り

52
頁

86
宝
暦
13
・
4
・
17

川
辺
へ
越
す

母
人
・
彦
七
夫
婦

吸
物
・
酒
相
済

赤
飯
・
一
樽
、
勘
兵
衛
に
持
た
せ

52
頁

87
宝
暦
13
・
4
・
17

上
貝
戸
へ
越
す

か
ゝ
・
勘
兵
衛

一
樽
宛
持
参
、
利
左
衛
門
も
付
添

52
頁

88
宝
暦
13
・
4
・
17

（
川
辺
）貞
右
衛
門
方

彦
七
・
母
人

温
飩
・
吸
物
・
酒
ニ
而
緩
々
預
馳
走

53
頁

89
宝
暦
13
・
4
・
17

（
彦
七
宅
）

井
貝
戸
久
左
衛
門

為
呑
遣
ㇲ

一
樽
持
参

53
頁

90
宝
暦
13
・
4
・
18

（
彦
七
宅
）

組
頭
半
助
・
勘
四
郎
・
金
左
衛
門
・
平
兵
衛
忰
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

定
使
円
吉
、
酒
二
樽
持
参

53
頁

91
宝
暦
13
・
4
・
18

（
彦
七
宅
）

犬
山
源
次
郎
商
人

酒
為
呑
遣
ㇲ

名
古
屋
出
張
の
際
、
犬
山
で
世
話
に
な
る

53
頁

92
宝
暦
13
・
4
・
18

（
彦
七
宅
）

将
監
源
吉

酒
為
呑
遣
ㇲ

観
音
へ
百
燈
上
げ
諸
人
勧
募
の
由
、
一
〇
銅
遣
ㇲ

53
頁

93
宝
暦
13
・
4
・
18

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
・
お
す
へ

酒
振
舞

53
頁

94
宝
暦
13
・
5
・
3

（
彦
七
宅
）

（
付
知
）九
郎
右
衛
門

今
日
、
手
前
さ
び
ら
き（
早
開
）に
つ
き
一
樽
持
参

56
頁

95
宝
暦
13
・
5
・
4

（
彦
七
宅
）

藤
吉
・
喜
作
・
次
郎
兵
衛
・
清
十

吸
物
・
酒
・
飯
ニ
而
饗
応

緩
々
話
し
、
皆
々
帰
る

56
頁

96
宝
暦
13
・
5
・
6

小
屋（
川
上
山
小
豆
沢
中
小
屋
）着
彦
七

入
麺
・
酒
出
ㇲ

57
頁

97
宝
暦
13
・
5
・
10

（
川
上
）三
吉
方

彦
七

吸
物
・
酒
出
ㇲ

喜
兵
衛
も
逢
ニ
来
ル

58
頁

98
宝
暦
13
・
5
・
11

忠
三
郎
方

彦
七

（
忠
三
郎
が
）吸
物
・
酒
出

嶋
田
を
出
立
し
、
出
シ
ヶ
谷
中
小
屋
へ
向
う
途
中

58
頁

99
宝
暦
13
・
5
・
11

与
三
右
衛
門
方

彦
七

与
三
右
衛
門
ニ
而
も
酒
出
ㇲ

嶋
田
を
出
立
し
、
出
シ
ヶ
谷
中
小
屋
へ
向
う
途
中

58
頁

100
宝
暦
13
・
5
・
11

（
付
知
山
出
シ
ヶ
谷
中
小
屋
）
彦
七

此
夜
酒
出
ㇲ

58
頁

101
宝
暦
13
・
5
・
13

（
中
小
屋
）

小
源
次

酒
出
ㇲ

小
源
次
に
髪
月
代
為
剃

59
頁

102
宝
暦
13
・
5
・
13

（
中
小
屋
）

彦
七

夕
方
并
此
夜
、
酒
出
ㇲ

59
頁

103
宝
暦
13
・
5
・
22

中
小
屋

庄
屋
忠
三
郎
・
与
三
右
衛
門
ら

見
舞
と
し
て
土
産
に
一
樽
・
川
鱒
一
本
他
持
参

61
頁

104
宝
暦
13
・
5
・
26

（
中
小
屋
）

加
子
母
組
頭
半
助
・
百
姓
伊
兵
衛

両
樽
・
肴
持
参

61
頁

105
宝
暦
13
・
6
・
2

中
小
屋

（
付
知
村
）組
頭
七
右
衛
門
・
文
蔵

庄
屋
の
指
示
で
見
舞
に
来
る
、
両
樽
・
玉
子
等
持
参

64
頁

106
宝
暦
13
・
6
・
10

中
小
屋

彦
七

茶
漬
・
酒
等
給
候
而
出
立

付
知
庄
屋（
忠
三
郎
）方
へ

66
頁

107
宝
暦
13
・
6
・
10

付
知
庄
屋
忠
三
郎
方

彦
七

（
忠
三
郎
が
）吸
物
・
酒
出
シ
、
給
候
而
付
知
出
立

加
子
母
へ
帰
ㇽ

67
頁

108
宝
暦
13
・
6
・
11

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

67
頁



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
二
一

109
宝
暦
13
・
6
・
11

（
彦
七
宅
）

清
十

酒
振
廻
遣
ㇲ

67
頁

110
宝
暦
13
・
6
・
14

付
知
庄
屋
方

彦
七

忠
三
郎
、
温
飩
・
酒
出
シ
、
給
申
候

68
頁

111
宝
暦
13
・
6
・
14

嶋
田
へ
寄
ㇽ

彦
七

清
助
も
宿
ニ
居
申
候
而
、
酒
出
ㇲ

そ
れ
よ
り
川
上
へ
行
く

68
頁

112
宝
暦
13
・
6
・
15

（
川
上
山
）中
小
屋

彦
七

此
夜
、
吸
物
・
酒
出
ㇲ

68
頁

113
宝
暦
13
・
7
・
4

（
川
上
山
）中
小
屋

彦
七

（
助
右
衛
門
が
）能
キ
魚
少
々
取
来
り
、
酒
之
肴
ニ
出
ㇲ

73
頁

114
宝
暦
13
・
7
・
15

浄
光
寺
へ
参
り
、
三
吉
へ
越

す

彦
七
、
助
右
衛
門

ほ
う
と
う
・
酒
出
ㇲ
、
緩
々
給

こ
の
あ
と
踊
見
物
に
越
す

76
頁

115
宝
暦
13
・
7
・
26

（
付
知
庄
屋
忠
三
郎
方
）

彦
七

忠
三
郎
、
吸
物
・
酒
出
ㇲ

桑
原
へ
帰
ㇽ

80
頁

116
宝
暦
13
・
7
・
27

下
や

彦
七
、
杢
左
衛
門
相
伴

吸
物
・
酒
・
温
飩
ニ
而
緩
々
預
馳
走
帰
ㇽ

80
頁

117
宝
暦
13
・
7
・
29

（
彦
七
宅
）

付
知
庄
屋
忠
三
郎
・
組
頭
七
右
衛
門
・
頭
百

姓
与
三
右
衛
門

吸
物
・
酒
・
茶
漬
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

忠
三
郎
、
酒
両
樽
持
来
る

82
頁

118
宝
暦
13
・
7
・
晦
日
（
彦
七
宅
）

庄
屋
政
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

法
禅
寺
茶
会
招
待
に
来
る

82
頁

119
宝
暦
13
・
8
・
1

石
田
へ
行

彦
七
・
仁
右
衛
門
、
市
郎
次
・
正
法
寺
他

吸
物
・
酒
・
温
飩
ニ
而
緩
々
預
馳
走

法
禅
寺
は
不
参
加

83
頁

120
宝
暦
13
・
8
・
5

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
よ
せ
、
饗
応

川
魚
少
々
持
来
呉

83
頁

121
宝
暦
13
・
8
・
26

三
沢（
助
右
衛
門
方
）に
泊
る

彦
七
、（
木
曽
材
木
方
手
代
）飯
田
幸
右
衛
門

助
右
衛
門
、
吸
物
・
酒
出
ㇲ

吉
左
衛
門
付
添
来
ㇽ

91
頁

122
宝
暦
13
・
9
・
11

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
寄
せ
、
饗
応

善
六
別
家
の
件

94
頁

123
宝
暦
13
・
9
・
12

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
・
次
郎
兵
衛
・
利
左
衛
門
、
藤
吉

吸
物
・
酒
出
ㇲ

次
郎
兵
衛
一
樽
持
参
、
善
六
別
家
の
件

95
頁

124
宝
暦
13
・
9
・
17

（
彦
七
宅
）

下
屋
・
い
わ
や
両
家
不
残
来
ㇽ
、
善
六
も

餅
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

嘉
例
十
七
夜
祝
い

96
頁

125
宝
暦
13
・
9
・
19

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
振
廻
遣
ㇲ

か
ゝ
よ
り
呼
び
に
遣
し
来
り

96
頁

126
宝
暦
13
・
10
・
7

（
彦
七
宅
）

お
す
ゑ

吸
物
・
酒
に
て
饗
応
遣
ㇲ

酒
一
樽
持
来
り
、
ふ
と
ん
代
持
参

100
頁

127
宝
暦
13
・
10
・
7

い
わ
や

彦
七
夫
婦
、
仁
右
衛
門
・
紋
三
郎
・
喜
作
等

仁
右
衛
門
、
酒
取
よ
せ
出
ㇲ

い
わ
や
小
坊
病
気
見
舞
い

100
頁

128
宝
暦
13
・
10
・
8

善
六
作
事
場

彦
七

酒
を
ハ
か
ゝ
ニ
作
事
見
舞
ニ
右
場
所
へ
遣
し

100
頁

129
宝
暦
13
・
10
・
8

い
わ
や

彦
七

清
十
、
手
酒
給
り

100
頁

130
宝
暦
13
・
10
・
8

し
た
や

彦
七

藤
吉
、
酒
取
よ
せ
給
り

能
キ
機
嫌
ニ
而
帰
ㇽ

100
頁

131
宝
暦
13
・
10
・
9

（
善
六
）作
事
場

彦
七

酒
出
し
給
居

善
六
棟
祭
り

100
頁

132
宝
暦
13
・
10
・
9

い
わ
や

彦
七
、
仁
右
衛
門
、
清
十
他

（
か
ゝ
持
参
の
）酒
開
キ
、
仁
右
衛
門
・
清
十
へ
も
振
廻

（
小
坊
病
気
）見
舞
に
一
樽
、
か
ゝ
持
参

101
頁

133
宝
暦
13
・
10
・
10

（
彦
七
宅
）

掟
作
持
参
之
者
共
へ

酒
取
よ
せ
、
為
呑
申
積
り

皆
々
帰
、
喜
助
・
源
六
残
り
居
、
給
候
而
帰
ㇽ

101
頁

134
宝
暦
13
・
10
・
13

善
六
へ
家
見
に
越
す

彦
七
夫
婦

（
善
六
母
が
）吸
物
・
酒
出
ㇲ

も
ミ
一
斗
・
小
桶
一
ッ
・
手
桶
一
ッ
・
溜
等
、
仁
助
に
持
た
せ
102
頁

135
宝
暦
13
・
10
・
14

川
上
へ
越
す

彦
七

忠
三
郎
、
酒
・
吸
物
等
出
ㇲ

102
頁

136
宝
暦
13
・
10
・
14

嶋
田
ヵ

彦
七

清
助
、
酒
出
ㇲ

102
頁

137
宝
暦
13
・
10
・
15

（
宿
仙
右
衛
門
方
）

（
組
頭
）作
十
郎

酒
出
し
、
給
申
候

103
頁

138
宝
暦
13
・
10
・
16

新
田
中
小
屋

彦
七

伊
兵
衛
、
酒
出
し
、
給
候

暮
前
あ
ら
や
着

103
頁

139
宝
暦
13
・
10
・
24

久
右
衛
門
家
見
分

彦
七

久
右
衛
門
、
吸
物
・
酒
出
ㇲ

そ
れ
よ
り
吉
本
御
巣
山
等
見
廻
り

105
頁

140
宝
暦
13
・
10
・
24

お
こ
し
徳
右
衛
門
家
見
分

彦
七

（
徳
右
衛
門
が
）吸
物
・
酒
出
し

爰
ニ
而
緩
々
休
ミ

105
頁

141
宝
暦
13
・
11
・
2

（
彦
七
宅
）

清
十
・
藤
吉
・
善
六
等

酒
八
合
取
よ
せ
、
饗
応

何
れ
も
緩
々
遊
ひ
居
申
候
而
帰
ㇽ

108
頁

142
宝
暦
13
・
11
・
4

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門
、
お
つ
ね

酒
取
よ
せ
、
仁
右
衛
門
に
饗
応

次
郎
兵
衛
無
心
金
の
件
で
相
談

109
頁

143
宝
暦
13
・
11
・
10

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
よ
せ
、
振
廻

111
頁

144
宝
暦
13
・
11
・
10

（
彦
七
宅
）

善
右
衛
門
、
お
す
へ

亦
々
酒
取
よ
せ
、
振
廻

善
右
衛
門
、
魚
を
少
々
取
来

111
頁



濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村
内
木
家
に
み
る
山
村
社
会
と
酒

一
二
二

145
宝
暦
13
・
11
・
17

付
知
庄
屋
方

彦
七
、
治
兵
衛

忠
三
郎
、
酒
出
ㇲ

114
頁

146
宝
暦
13
・
11
・
19

（
彦
七
宅
）

治
左
衛
門

人
足
帳
調
済
後
、
為
呑
遣
ㇲ

庄
屋
・
組
頭
よ
り
一
樽
差
越
、
伊
左
衛
門
持
参

114
頁

147
宝
暦
13
・
11
・
19

（
彦
七
宅
）

伊
左
衛
門

竪
帳
受
取
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

114
頁

148
宝
暦
13
・
11
・
19

（
彦
七
宅
）

藤
吉

酒
取
よ
せ
、
饗
応

114
頁

149
宝
暦
13
・
11
・
19

（
彦
七
宅
）

清
十

残
酒
あ
り
、
振
廻
遣
ㇲ

114
頁

150
宝
暦
13
・
11
・
23

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
よ
せ
、
為
呑

115
頁

151
宝
暦
13
・
11
・
25

（
彦
七
宅
）

商
人
丈
助

酒
買
候
付
、
吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

楮
受
取
に
来
り

116
頁

152
宝
暦
13
・
11
・
25

（
彦
七
宅
）

藤
吉

酒
取
よ
せ
、
門
出
い
わ
ひ

仁
助
酒
屋
へ
遣
ㇲ
、
跡
よ
り
仁
右
衛
門
も
来
ㇽ

116
頁

153
宝
暦
13
・
11
・
26

（
彦
七
宅
）

田
丸
屋

初
尾
と
し
て
一
樽
差
越

116
頁

154
宝
暦
13
・
11
・
26

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
振
廻
遣
ス

116
頁

155
宝
暦
13
・
12
・
3

（
彦
七
宅
）

伝
次
郎
内
・
善
六
・
忠
吉
、
源
右
衛
門

吸
物
・
飯
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

無
尽
掛
金
の
件

118
頁

156
宝
暦
13
・
12
・
14

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

酒
取
よ
せ
、
振
廻

121
頁

157
宝
暦
13
・
12
・
14

（
彦
七
宅
）

佐
左
衛
門
代
為
次
郎

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

一
樽
持
参
、
受
取
両
通
持
参

122
頁

158
宝
暦
13
・
12
・
14

（
彦
七
宅
）

幸
次
郎

酒
為
呑
遣
ㇲ

来
年
の
給
金
等
契
約
の
件

122
頁

159
宝
暦
13
・
12
・
15

（
彦
七
宅
）

勘
兵
衛

一
樽
・
一
つ
と（
苞
）持
参
、
泊
ㇽ

122
頁

160
宝
暦
13
・
12
・
17

（
彦
七
宅
）

小
郷
長
兵
衛

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

土
産
に
た
は
こ
一
斤
持
参

122
頁

161
宝
暦
13
・
12
・
19

（
彦
七
宅
）

清
十

昼
飯
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

無
尽
利
足
の
件

123
頁

162
宝
暦
13
・
12
・
22

（
彦
七
宅
）

付
知
庄
屋
忠
三
郎

酒
取
寄
せ
、
入
麺
・
酒
ニ
而
饗
応

土
産
に
山
鳥
一
羽
持
参

124
頁

163
宝
暦
13
・
12
・
22

上
い
つ
ミ
へ
越
す

彦
七
・
仁
右
衛
門
・
善
右
衛
門
、
佐
右
衛
門
・

藤
次
郎

吸
物
・
酒
并
饂
飩
・
な
ら
茶
食
ニ
而
色
々
預
馳
走

緩
々
話
し
て
帰
る

124
頁

164
宝
暦
13
・
12
・
24

（
彦
七
宅
）

神
林
養
助

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

一
樽
持
来
り
、
余
り
久
敷
御
目
ニ
懸
り
不
申
故

125
頁

165
宝
暦
13
・
12
・
24

と
ミ
だ（
次
郎
兵
衛
方
）

か
ゝ

酒
ニ
而
饗
応

借
金
扱
い
の
件

125
頁

166
宝
暦
13
・
12
・
26

（
彦
七
宅
）

勘
兵
衛

歳
暮
と
し
て
一
樽
持
参
、
泊
ㇽ

126
頁

167
宝
暦
13
・
12
・
27

（
彦
七
宅
）

藤
吉
・
仁
右
衛
門

武
助
ニ
酒
取
よ
せ
、
両
人
ニ
振
廻

借
用
金
・
無
尽
の
件

126
頁

168
宝
暦
13
・
12
・
29

（
彦
七
宅
）

升
屋

歳
暮
之
祝
儀
と
し
て
一
樽
持
た
せ
越
す

127
頁

169
宝
暦
13
・
12
・
29

（
彦
七
宅
）

鍛
冶
屋
忠
吉

一
樽（
差
越
）

127
頁

170
宝
暦
13
・
12
・
29

下
屋
へ

お
ま
つ

一
樽
、
お
ま
つ
に
持
た
せ
遣
す

127
頁

171
宝
暦
13
・
12
・
29

（
彦
七
宅
）

藤
吉
・
友
次
郎

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応

一
樽
・
鯖
二
尾
持
来
ㇽ

127
頁

172
宝
暦
13
・
12
・
29

（
彦
七
宅
）

小
郷
重
吉
、
善
右
衛
門

両
人
へ
茶
漬
・
酒
に
て
饗
応
遣
ㇲ

善
右
衛
門
へ
の
礼
と
し
て
飛
騨
紙
二
帖
持
参

127
頁

173
宝
暦
13
・
12
・
29

（
彦
七
宅
）

利
左
衛
門

酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

金
一
両
差
越
延
期
の
申
入
れ

127
頁

174
宝
暦
13
・
12
・
30

（
彦
七
宅
）

仁
右
衛
門

吸
物
・
酒
ニ
而
饗
応
遣
ㇲ

127
頁


